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ii研究ノート ii

移転させちれた舗先(2 ) 
Ilall1'cs U 111冗 rath，TransタrredL08-";， ClaiJniη:g Third Party Lω3 

ut Coulrac! Larf) \20Ü~1) の紹介こイギリス位、の分析を中心:こして

新堂開子

目次 主要な判決および制定法

はじめに

1. Hannes Unberalh， Transferred Loss， Claiming Third Party Loss 

in Contract Law (2∞3)の紹介

E阻イギリス?去の分析

(1 )物品運送法

Dunlop v Lambert (1839) Macl & R 663 

Bill 01 Lading Act 1855 

The Albazero [1吉77JAC 774 

Carriage of Goods by Sea Act 1992 (以上部券5号)

(2 )寄託

(3 )約束の信託

(4 )保険

(5 )代理

(6 )建築法

凪学説の検討

SI Martins [1994] 1 AC 85 

Panatοwn [20日1]1 AC 518 

( 1) G.H. Treitel 

ー ~.Û、 S: 抗生24)'!9D~
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Hannes Unberath 

Brian Coote 

(2 ) 

(3 ) (以上本号)

E人自本法との比較

(1 )物品運送法

(対ハダ・ Jレ J~ズ、および、ハヴヴィλビ・ jレ Jvズ

1イ: イギリス法

Carriage of Goods by Soa Act 1971 

The Aliakmon [1986] AC 785 

日本法

国際海上物品運送法

議芋jSB1有U44年10月17日申j時5754昔71資

(2 )建築法

IY; イギリス〉去

Anns [1978] AC 728 

Murphy [1991] 1 AC 398 

日本法

最半i平成15年11月14自民集57巻10号1561糞

最判平成時年7月5日民集61巻 5号17関東

iゥ:

1イ:

おわりに

イギリスj去の分析符
"
品

(2 )寄託ω

'1 恥 '11b!u:ao:197i"lへCT/4におν、て LordUip:ock (土、一前述Lたよ λに、

突約違反;ニ対する訴訟 C(;、ギ円町;な日Z隙符f除いて、原告は向ム

が被った羽;tO)斜 5ただけを W;l~，立することができる} に対して、(:<に子託

¥' í記|止などの府民のうf~l-y，にほその例外が存心すると戸摘し、さらに Duitlゆ 1

!Ji叫がrtl'1、RIJむその例外的 1.Cノとめξ}と古田!た判1

4十't}j~ 討:j

ω 本吉 I，H民;')，ト

以}前同it:'/9，88参jJ12

:lS4] 二日誌58;円 4~3) 2D~J:l 
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そてで、 出者~， ~Jnbcrath) は、寄託や 1記 1:5，などの商ι去のうJ 間的)t f刊を 1":討

するが、士p'-:(i-l忠I:dノも、以下ご判例を概到 L て討く J

The Wlnkfield [19野2]P 42'" 

[l事実]勺900庁4!J:d: 、蒸勺胎 J1，!xiC'1η号と烹j，d2Wi叫(idri号がf右手jし、

。村iJ!司け '79を;!省。
'1:": ;_)副しくは、 Jきのとおけーにめる

[事実]1，)111I11.'I)J"I'、南アプリ刀におけるケープ倍以地のンhJ.i利什いにあ

るテ~プル日 J山手、法おの巾、 11，叫ftdr1号と Hl'rirallせの語!J':でが起き土。

1l
C

inr"ruld号は司有翰辺部、で、 SeafieldSllipping Co~np勺ny ， l.， ~ll， i~ecl /j'附主であ

り、 l十l アァリカ駐在市を-:r:t--t~-仁志望峰へ[古]けご外航 L 仁いた。 ，\f{'xi山口号は

迎合症と主烹イ示、加にお{臣、話料、船哨を乗せて、ケ ブ・タ 1ラシから本Ir:の+1

ザンブ rンヘl帰港Lいであった。 11ーリ1f;:i'ii!ld号はお悔し、 ，i{I;XU-Wt号{王、来符

~王罰金~および部恒〉柑物グ) 却が1"，加に移されプ f玉、沈没しがI

Al叫 1("[u1号 Uj恥主、.t:iU-i.， :y，<:民と 1t inkficlr1号グ〉船主の|削で訴訟:刀、開始され、
その結果、 ln吋 Fie!aうすの給?が Jd円?山寺(l)被ハた担害のT分の女子匹をftう
こと存 lttめたりでこむ、 iiCin!dic!dりの船 u手、 ドリκ仔715の附 Iζi昔突から
'1 と川司 ftーのR吉筒を日ι!とずるずべての人 ~::;HLご;'-"?>".:;，(開始し、 7H"11'、
)iI 'i-n l，ザicld 号の船ヱ l土、九:trchall~ Shippill(! .:'.，ct jg94 {間入品、Hd)、l09，1軒目iミ

条:二恭づき、船、物品、商品、その値引物 u.j'j る t~ l宍またはねて?に I-~ する育

i干を8!.pぞ LOllに言Ijl収する b"c-つ普通苧:1又{リSll日1d:X"Ft') をもふし、 f"JS!込み

で合計 ;-32.5141.17s. l(}d. fよ:(1';)叶に古jlったや

この資金に対し亡、 ，11rャlFUl1宅のむ+、 e長、来具、す[.;合、荷ーによゐ初先
まとは私J高の同館長青〆}、 1， 0{) ， ll8λJ 才~ ii )が海事¥}記;51- (Äd lT~il 山y Regi:-::try) 

lこも7i甘された これらは、 7r，81οι の限定己認的手れた「

ご希信}:，[): (f)(l"t r;l (l :;:_er-(~fnE;l-河]) ~ よる詰ぷのう丸、!.l:['1::1 '.Ji'7.守的滅).こ郵便

について、 ::d3二めとめにな三れとf二求うよけnSt.!;，;り}とともに、 q 滅失出;慌

の利害問係者が透i大F，i;，: ~古〆j乏し、日者がおー昔に不 r ，jまにおけω 「工程住を喜市

によ 11子三ワ Lたが、それらの1';'r/)分 i i'í C川 l! 余り〕は、 D~fiL:'r-';によけはめ lコれ

たが、 iJ減夫p:;伎の)OSり宇または話完人カらI可。〉η古求もiI1/J、もなかす lたが、

1宣伝 J、:_:_~ iJ寸走らに同 if寸を 7} )jl~'~} ると引与を!J と七、。，;f3 よび、 i五{百人よいう~'~~(J):;l i

竹-e;(， 工るllU4と(，:，H1_て :_:)2主主判所資決て揃殺する i:~ I~ 空けたうよ (17以)!. l{ 

i'J )は、む記f:;n ーのう;認められなかっ 1 ハこ 1 しいをJ:.. 亡、 l~JUJタドヌ月初日、近

巨人組のために異議ヰJ iLてがあり、資~r:引配当は延閉された

1901'ef (-jけ 10口、裁判官(I'rcsifknL) :;;-y，~議を去iJ下 iハ設記宵 (YC，&>: 山川}

ー ~.Û、 S: 抗生22)29:>2
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をの結果、 ~ìJ('.tド叫号フア沈没し、足出していたれf史の gllが減央Lたむ

11 illhfielaりの船 LI:よ、:-32."114/. 1'75. l()dに責任をつ1I1浜公 iI.た判決に基づし

亡、それを裁判所に文払ったの

+:1'↓誌 )k~之、本当.ill百人民 i 身、なふ)\i、に、ケ プ植民地およtF7タ 】レ:;')

j唾{日大「子Jのために削1]によりなされた勺のであり、 ~Ii るつい1:宗主として保守し

ていたが滅失しとぶ伎の yまJ主f，r%pのポ位 i:~吉求するものである}

「級者裁干1I日日、芋itj員'lにつき等三者に対L'C合1"'(7)ない受当者による治

求として本1'1 を処理し、+:.{':請求をオ~Lli ~ l:.，そこで、 :iffi信大1:2:Jj 'd寸ぷしたに

{控訴審l本件ヨ故当時、寄託 HIむ物はほL大「釈が受寄ぷーとして保管し{い

たと呪'iiしたうえ亡、っさのように結論つけた

「他人的J司宍にぷる物?l或宍にコさ役を叶える際、それを心有力の受百主

は、かりに寄託汗;こより寄託功~(i)時夫にラ誌姶債を誌求会れたと〆仁也、受

古一長(立夕、いィ与えか得るであろ右 [コまり'自，{省 γん '7":~~ 主は書記物の{思L

J:~:" ~:)さ司自依 f る主{干をて1わないJ が、[その~.J: を J日 L た他人から〕な

お物品の011i悼を出向するニとかに主。

本判決は つまり、号寄j(は、'Pti:{'.eIに，，]cて京町喜子当っていなかったとの
JlIl向か九、加声TIを辺士一不i1、q'i"lt:'法つL、て訴えることができヨバ，l::'9るl!..

を台疋〆たのである、そして、本判決l工、 L主寄っ認めj 占有はかせ?主にI

l， "、有効ごあり、そしマ、後f!よ(中時ja:三 r;.(/)怯，'" ¥I日 te"':i:)にEJつい
てr花ラ号、づるここかごさないと1 ふげ言語は、 Jiカ法で;土|うfにj，jfげしてし、る

J手'1示し亡、 J広告の戸J二を認谷しょ一、第 討の権利レ(土、 ~llj>R-:;円パザ|では受

川決定ヰ活J寺し七、その珪I11はlZl'己JへのそれとHじものぞ l叶王の代理人とし

ての透1"大F，i(止、(]，Iに含まれる減フ、部i坦の;F:J主関係者に対して{Il!の貨がも負わ

4: いのふちるから、その詰oJt :i排除され~) '" ~うものずある

:れい対して、掃前大刊のために司法長官が控訴したこ

UJ TiJc il，川fieid ム:タo2lP 42. ~l4 

川寸主l'いえば、 d主主子占(土、寄託主(，.-A，jして責れざや負..，ていたとの在日:から、

力1:古音を逸失〆勺1、行為l芯 f八、て訴えむこ ζができる i:"る!'，均一バある 著者

(U:1be今江th} は、 この立均を「古正月論」と企rす心コ本語147宍以 I， 
。ュ The ~~'i l出uM 的::] !'位， ~l :i 

二日誌58;円 4~J 2D9l ~lS61 
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評者 0-)請求0)悲切となる権刈 0")只の停刊号ーが請求 t~ ではなく;お二番(本何で

はZT託J片;である Lこと在沖111に、 1，、主?の詰主を 11f定ヲる11::寸のことである凶行。つ

まり、そ苦子首は、占有昔であったシの埋tさから、 1Jli 古言合i!'; Jとれ d~行，l'J: φ 基つ

いてlιえるこ〆ができる炉ずる JL;~" を肯疋 Lたの?あ ω) ま F める F 、 7'ぺl

苫は、さj= ~f 苫にjす L て責任をデ1 っていナとの理由から、刷会者(こ対 ν て ;g;，失点

法行為責任そ込止することがご主むの、はなく 日 (:~:I却を占有中C'(b ワたとの

ifl'山から、力11当者に烹j':，_ -C j i) l::小ιF 行 X~ J~>i1が直及ミ-L こ〉が F きるのである

さ亡、信J.Lしたjγ」判jによって、受百1]'は訂正L告に討して凶仮した防衛合を引

きは J~'~J;5 を負うとされるが、このふj台グ)?t J~，~，;:，そ寄昌一に};斗害者え訴える権

ヰlず存干J'匂三寸/ひための条1'1なのか、それとも、除法合の阿保に作コてと:J，J ijlな

;;:J '1 ，;随-=Þ-， ]~Q なのかr 前iわね :Jづけ之 s'iの説 受寄:者は寄三者に対し亡古河

を員コていたとゲ)J1:J力炉っ、加'声省lふ1"'て近宍不法行為五1工を追及 Fるこ三

カむえる。 づ三才c-'，よ e よりi(;，'t，:;(i) rrイ土、受ゴ-者に万U写-M'を訴える権利チ
TT正するための条刊となるが、これは税判であ/。吋しか!、根本法J'tはっさの

)-おりである

，;G 

l加害者に対Lては rLi有力'-1μ主Tある 植主lされたまたは損傷した致lヂ

il、占有昌ジ〕勤産であれ、池山訟のものでもなく、しとがって、その減うた

または出悔は、内有者約損失:むあ )'-1、市有者;ー討する出先とあう;、も L1!J.i_

が主主めは、その失った物は取り k されなければなんと、い 役 f 0) 

巧 ~U;>í に対 1 る [2/貴金円九引渡義務!よ、 ø，トの議論においとは、まった

く附泡の本首会')~'， -，ていなし\てれは、 f在[是主:t-~-.-:が自己の法的な地位

を百 11 者 1告に t~-L -c;;;i，え終わ，(-1去に米るものごあり、 72全な，Ji有者でない

ιはフ1全な苅イ1当に回総 Lfニイ'jttl1!高を日j号寸べきであるとする矧;さにJり、
出乱した砧神や有めるに資するものである{こJ，!らの 2つの日清lcT;問:二矛

盾はなく、 !j! J:'Ífu)j~r桶売すゐものであみ 乏当者!:~'~ 者。〉防では、

:'G:;Ki主f十件rl ，187 口 tcr~ii l-ジベス ターンイアイn
υ 泌にい三 11'，加害者つ¥被 J乏寄芸)のほか】こ究の綾子]1:i'i}-しaるとの月w
7)' C~. 受主省~，~万""，全岳，t- jê1元不法行為に基九て~~去る二とはできない、と抗i(

了るこノはできないとずる古橋である〕若者 IU;:b(~;êllh) は こ、乃守場を「内

有JW論命名_Cω イメf，:]z:71言u十

ー ~.Û、 S: 抗生2(;) 三九引〕
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IIIイpj、梓J尽を与え、 1:I]qYr+:2 寄託者士うえ寄者<7)Iむjで[立、各人(1)立しつ，":缶、が

宅庖~ii_るてきごあり、(柱、羽告:何，J

枯渇のシこん、搾l洋(立1;，2，'1ネされ、原告は勝l九した日

{検討Ii←煮す4きは、本、;::!iたは、品失f¥1王行為に去らつく交1.!主?に Jる必古

JT:二討する可れ r;に生l二たH:Eた心的世話->1<:存 lJiめた"ごdちる つまっ イ干:Ji*

\'"、現段~J主)~に1';っく受約者に ζrL 約取者に対ずると再

請求を認めるべく :~q) のUiJ くなるわけではな~')，J .:J~失不法行ねから長引j主 i又

へ乗り扱えるべ(しもう 設の現出づiTが必要一eあるい

本判決l去三:~~' ~'の ;-;~';R ヰ lレJずr したが、かりに百古u互によけ請求ちれれば裁判

所工 lj認'&:;2: 7，~丈であ乃〉手当主である o (いうのは、寄託者は所有者て、あ:)、

所有物ウある l守口 L拘に桜詰が，-，;じ τおり、過失不法行為に長Jっくお J古 k':'~償請求

iZE4存されたであろう中'ゑどあるからであるc

本判決;ーはfi七もえかれ ζいなし叶 多数1))古託話。)ι舌党を J文言者りl請求 lつ

lま〆める介いう訴日:干の利 4占も、結論を人き'、主むしていとのではなかろ".

第 七ぴJfl:、与たりiifjh;:'lをとえる|単に、?夏休法のレベルで解決ずるのか、訴

訟iJ、の y ベル eF::(決するのか山 山方イト組み合わせるのかが、イギリスl'1に

記いても、そしておそらく|本i去においても、検討';:fしなlγればならないが、

者に牛 rt 婦人の ITgf，;-~

本判決:J1つの解決殺を示院しているのではなかろ 7か}

(3 )約束の信託

ti'I約束の信託と、契約関係 l

除雪一死亡者の不じ人が、後エに対し、制ldJ，とともに被filう漬庄の管理;こ!出

ずる v とふG'r: '-;J のであれば、被ヲ~.(土、オ三..人Jこ対 1"、7?(:':(iの債ヂト，ι力、うえづる

l'!hにを産がが足して、叶lば、それ売締法するよ約点しト てこで、死"者J)

{古程{，'"/)宮、被告(芦 、被苫の{立持のお見 1，および利東の純~Jを:J，めて飢えI_Ul:， 

)S只1

山 7町 ¥¥iIlR(ieid三ω2Jl' 402， 60 

円前J日正山ク)1::11 (1)高求手主主 ~mのことひ

υ" 重ヨ悔の問怒、 ~Ji 訟担当の1主成右三をさえなければならない)

01 J，<-吉川J頁以「

hりy
 
つヌ丹α弘川η乙)
 
O
 
i
 
4
 

p円h
 
同l ワず引J4叩
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当該はl士、以~+LはぶL人;こ対してなされたのであるから、涼 ;IJlニコベン 口」

トの救ほふ7えることはにきなL川 P 約束Y主i長;合のためにな主れたことから、

そして、ボへは原告のた町(/)交託者である Lことから、原告に 1 クイテノ-(/) 

T:i~/;をワぇ，ふべきでまる、 piFJ 万ミ:-， /:1" ぺ

この約ポのイ~;:6U土、 まぎミしも在〈、契t/jp;; {X、HfiJilJ (pri不"可 d川 Lγillc) こ対す

るL クイテイ】の例外Tある u しかし、この二ケノテ fJ:". (/)イ言記乙Lコう 1:)、は、

このコ Eン・口 「の男約見司係にt.j-f{)引張:，刊行 dnーヘ{、fpri\-il~; (); (りnLI川{

を'ト与をするほと効来的に推 L;Eめえれたす】~)ではなかったじなぜならば、約束

のも i託には、つjずのふう金制守士要件がu末されてい之Jからじある c ムつiz，fl l 

f'-Lという i大l土、持一省のための会主日支払L または対屋存者ム0)判中に〆7)旭出

されず 第 昔の丈めに tゐ九Jii::J頁の三i例:こは適;pされないtしtつものごあ

る もλ1うは、そ苔l土、第 省のためにする Eむをもつだけでは l分ヴは

なく、第三者のために，C;;討を認定3る玄月ももたなければ、お三jfのための受

，{省とはみなされな νλ としミうも 0)て…あるいもつ 1つは、 ~U~!:J ，Kc;!)イ言百tffシビの直

思はJildl不可T"J巨なものでなければならなし化、三うものであふ

さらにいえば、 t:¥j取り信tUこ|地 4る事況の多くは、じollLracbけえi;;hLS01 

T1tiνd Par:i側、)/¥cl 19!:J9 1: 契約(第三7;-の権利iJ、1999主 l グ〉忍とし第三析

のんめに jる契約と γて取れtJAhれることになろ行 l:':-l

同約束の信託と、第三者の損失ム"

このように e 信託と v うエサ亡が、一方と!よ、*三fずのために jる茨約をひJ立

γる人、めに似伏['J十口されたが、法んては、次述。〕半与すiな事ftにおいと、抗 -J6-

のfg')こにつき受約宍に的併を認め"根拠し~ (又聞きオリラ

Lloyd's v Harper (1880) 16 ChD 290"'" 

{事実11前九千1'."月、向'j}:})岩fにl--!イズのり|長会見として;1日j刀|、りる陪

O! T01n!i'山川 1 む-i!t(175Gi An:b:3出)

(川式行し、犯約(治 言。)rトmi.丈 1~99イ1-- 7条 1:項は、すでi::.fr(j二する 37約

問H\iニヌザ T る何タト~，i ，~(Hてによ ;1135響されごよし Et主計千よー今υ

ひ4 本書i5i1.ttJユ:'~ 
川前掲UJ!:J考会i閉じ

l.:.fi9; ー ~.Û、 S: 抗生lS)29E 宅



移転させられた相矢印)

に、父親は口イズの経u'者委員会に宛てて、口イズのづ|会会員として自分的自

子が負った債務については11分に責任がある旨の手紙を青いた}

口イズは、当時、iJ!i償制介であり、いったん会員として詐UJカ?卜りた者は破

斥の場合を除いては会員から排除されない旨の会則により管期されていたりロ

イズは、づ|交会員 (u山1ιrwrilIn.1{mcmbcrs)、非づ1，'正会員(川n-n山 lcr'wγlllllg

memb目 s)および引受人 (subscribers) により構成されていた。引受会員の業

務は、並々の財産の所有者のために、海ト保険訓券を引き受けるというもので

あった{ぞの省(財並所有者)は会貝のこともあったし外部省のこともあった

が、とくに、その者が外部者である地合には、その者を本人とし、ロイズの会

員または引受人である保険ブローカー(insurancebroker) を代理人としたう

えで、ヲ|受会員が海卜保険証券を引き受けるという方法がとられていたレそし

て、会員によって引き受けられた証券については、組合は責任を員わなかった p

1871午、 1ケU、により、当該組合はJ、人となり、会員のための委員会の権利は

すべて当法法人に付与された p

1876'1'、父親が化亡し、 すぐに、その知らせはロイズに凶けられた。

1878イ|、息チか破産し、口イズの公員ではなくなった。

そこ ε、ロイスは、父親のi且峠に対L亡、息子が海ト保険証券を引き受けた

ところの財産所有者のために、父親の保証を強制寸るべく訴訟を提起した。

[Fry J (第1審)1 (J!保;正は、父親の化亡またはその通知によって終了せ F、

父親の遺産は、父親の死亡の後に 4日子が引き長けた債務についても責れがあるわ

山保証は、会員または外部者を問わず、彼らとの聞で官、子が引き受けたすべ

ての債務に此ぶ付 (3)ロイズ委員公とその手都人である口イス法人は、日、て「が

{責務を引き受けたすべての拍手方のために、彼らが会日か外部計かを問わ r、
彼らのために保訓の利益を託された者(受託者)である。当該法人は、そのす

べての1';'のために、父親の追峠に対して保証を強制するべく訴訟を提起する権

利がある。外部者に対しては、ブ口ーカーをi困じて自 fは債務を負ったが、そ

のプローカーが外部朽のための受託者であり、そのブロ カー 11身も 11分の代

理人である口イズに対して自己のために保Krlを強制するよう頼まなければなら

ない口

被告は控訴したが、控訴審はこれを素却した。 控訴審の各判事は、!JX2)につ

いても判不しているが本稿「は省略し、 1，3;'についての判示のみを確認しておくり

[James LJ (控訴審)1第I審の1'v1rJu叫iccJ<ryは、父親は委員会との問で、

北法S8(fi.417)2附7 [160] 



研市ノ

ち員会を:z:~~:苔とする支読者のための約 1を締結 L たと桔ぉづけたが、私

IJ引H，SLJ) も f古川rJ~!sti何わがの*f!論 iよ十去に悦:芦きのあるものとある

土忠へ j\ が B の;:;~{昔であれば、 LはB0);;んめに訴えることができる ιレいへ

(" cヲ売でi果喰うてのは、明υ会法Fつでまる あるJ守が受話tのとめのプロ

l\';] を締結して伝 ;Sy':;~:: 'Ji:を発行することはよ〈あるここ勺あり、 1寸「八も Jくベコ

ることとあるが、その場合l二、 /:_1ーカーがrゴがJ?のためにiぇ7告示券J二品りえ

訴えるこ弁ができな v 介 u 士、 ~ff も考え行二に;土なし、。

[Cotton LJ 控訴審)1ロイズ(土、，e，{刀、保険の契約を締結したところの
すべ九り者しJための受託者とし二本訴ヰ技起し{いるο 以】グ〉結論(工先制に

より支持されておο、私以ott(、;-:.Lj) が古う;こ、 H仁の民主主は有対なもので

4、

" 

あり、京件l適用叶詑なもの引あ之

[Lush LJ (控訴審)1 t' iズ[止、山らは損失を紋ら心:かった士、第 苫が想トヲ
た福失につし i じ断f告を詰ぶして取得するここがで弄ないとする議寂に対しに

しIJSょLJは、夕、ッ向から反社する

私 [L，，，11L，I]の与えでは、ぞれ;土、驚くべ主かっ公戒すぺき庄町であり、

し刀、も i; しいもじ〉ごある、なぜなら~，J、 ;fj，.:よ Bのために八とじ〉問で?，'!.fJ

Aは、 Bのど)/)\-~-契約， -長九て訴えを起こすことが

[i ~.:t1 ~"t/ilr;が給付さ 1 して lィ'.，h: ，;"B カミ|ロ IJ阜 fることができたもの Jー

ペてを悩役ず乙ことができるとし ιう法口 j刀〉保山してし、るとどえるからであ

中嶋L プ;-1ージワ の使f[]斤は、彼が望仁、ならば i占A身が訴訟を起

こして、殺の AめにプL!一刀ーにより締乱lJされた契約に基ついと討去之J権

利を有 -r.<)のはゴ然である、ルいうのは、伎は本人であり、史的の当事手

であるかりである。 [111際)ーこjしカ 1えが{去の全休を立活字る J~~;: である

私l土、自説当才{た論 rll :-被 ρーの U.CJ弁士どきの4うな何かとともに開いた

こどか告fーする 私は、本件で l寸イズか〔治 古の~t:.)、奇)何阪できるこ

と Jこý;J して、ほんの行ずかのL完い b 主いミて v 込合い υ 日千八を ";:~，t~ 当守171 〆

みヨ 4本当しつ斗恥i土、口イズ(手 R品川 eHcn:-y Earpcr し豆、子Jの小辰?に

より組夫争被コた1 べての人のためにそれ夜間復すへきとあるというとこ

ろにある lldIo」

見守以~; ，，:> :1 L/:た詩介、

でき

る

ー ~.Û、 S: 抗生'r，)三止や1

03 l flFd1suHtZ1仇;J ; l叫す()) ](i Cト1)ワ別J，:_s?l 
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(，;"'t;.: さィ1 られと~H~Î;: ;フ)

[検討] ~\':J+L C)前 iir:におい( ~，土、'-:;~まま者"冶ィ、屑 1 ギJ 拭者を詳えることができ

るとこもに、そ託ズも "1: 訴 J片のよめに不足手J 約束荷主，ることがでミる，~

ら(、;:託首が受注者のど灼l約点者ジ川、混行によ 1'1発f::L， /，，:目先のÇ:g'~fミベ二ぷ

めるこ カミて干さωJ

告主 (Cn-~)c lιlllll 立、約点の{同日f こ開帳に、 CO;， ~I 以~ls (Iコ19hい、 οJThird 

Particsl Act 19叫【契約 l第 lれの陸利)i:tJ899年lに昌一ついマみめムれる第

者のトめに rる摂約lおいても、指 者がイ、問f二約来者{-訴えるこシができ

るととも?こ"1 条"、交正'~ :t1 も ~F ，I従 1 ;;~~'~ W. -tlを訴えることができるい条 く

て1^Eí' ~lí;~J る。さつに、約束のfll託と[司除:こ、をi記者が第三者ωために小履行革')宅

首存 Jいることが一二主るということには、受む省が第 ~.~'Úつため仁治'j ~~首の不

履行 iこより発{:~; ~ iι4長交じっ賠償を主めるこムがときゐとしうこ tも含まれ{)-'¥

きであると主張Fるつ

しか〆 e 若者 ~}nhcralh) も折'J出寸るが、約束ク'){; j~{- おぶして市三者のため

l する契約の類型では、交~'-J 主は第一省のtw*、を回復できるし、 (-(;))~~fl.1_、保

-t; Lごいるが、それ11外の事例では、受約者は第 苦の損失を lcJ復できるか、

それを肯JEずるこして、そのlグ:刊もfflt心して v、るわけではなし i

(4 )保険

H;J J主した Jろに、 Th!! /l!bew-'vo : I 977] c"¥C i7において L"rdDilkJC!，-は、

れi，Ul:1 契約~2}えに対するヨト;~1:"r: ~よ 名11防な賠償'i?ftil-: I廷し，'C¥)民告は自ら

ド渋った二社実のjJ1失だけを日匂することができる 1，: ，'Ilて、 :く;二寄託
や 1呆険な，，---'の同 u、:7)分況にはその例外が仔在 .)~J rI旨摘し、

Lalnu:rt t長引もきわf引~，y~O) 1 つであるこi'i'Fflttll~ た"、l

さλに f)1!-U!otJ 

深険の分野Jこっし 4 仁 Lord1);;)1く}Cdlz 保険代1立のが珂と被保険料訴の問題

をJHみ;JLl' てこで、以 l、こh ら売T矢討してお〈。

:i'i 保険代位と無関連事項lリお

d Ui;ヲ 1(川 iム保険与が被保設汗に保険金会主主、ったのど、被保険北ジ)~.~

υ一↑ìí:~品作 ì~)、初参加

山本吉;SE頁以「

二日誌58;円 41:J) 2Dミ5 ~1()2J 
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うたほ消滅したが、 {afYI;;;!有は、~斗阿Jな~*者と 1，_，市f廷の端f道を)::的、ぞれ

が認められれば、保険朽に恥伎会合引主流すとの探検代1.;!::主引を例外と 1，，(お

松 Lt:1.

Lかし、品-11'(U" b巳;-"， ~h ;土、 Lcd [)ip]，)に kが物品還;主に関して示した決

別と保険代(すに ~J ~_て小した I庶民.，と;主主'i- なるものであると守二日長するこ当'1 苫は、

'ン約ドが約束J? に .k~ てきちてドの被った出火グ;~:可せきをおぶするという陀匂 cあ

/Ju 迂音{王、政己?者ァf力1己者に対"戸数己一昔の被っヂ損害の司，21Ii-~ 1-~者求ヲーもよ対

合;に:、 f保思F険告ιからCの〉保F険負
るι、要;は土ないといろ「阿J討である つま-，川、 1君昔i告→J苦:Lげ[':;1>"，['ηr 川ll，)、叶j 刀か、ら←"ると、前

J言力説フ、と被下主主のJド -t というじU，l からも、また、半~. (si:iLからすると

契約皇民l:五づく指害賠償 κ+f;::-子会~:.-: 1;たつく県害賠償こいう観点からも、同

首はj主λのであるれ

第三者のためにする保険il:，

L，p] DiU10ck 仏、深険:ム考手の丈言から明確右 κ き ~:"IJ 、第一若乃長失の賠償

分につき被i郡守ι古俣険与に保険んとして"訟で;)-る権利を収得するこう'1不した斗上。
ます、にの権利を牧討する前に 三つのィt.B:出がある IつIよ、裁判州lは

伝統的に、この 1白沢寺保険会高求ではなく 7京地主tn^tn~ 償 14求として也JlIiして

{イ)

ワまり、コモシ・ロ ;おいては、補桁ろe!*'二 ¥C01Ul札ct

o[ indcül山tρi土、 knW i:三fじて~賠償訴訟を !I-.}"d\-g-炉、 JJす疋f円7;-~，?;r島l土求l工、

被補償?I'がJ賞与ヰを絞ることを:;Jjがな Jつった被信者ι〉ヌ二月定わがム生じるとするの

き工手 J'ィ iうこと日ごある

(Vnb(:y"Lhi によるこ、以!の処理;三、えi'1~J) n;!;~~吉原と特ノと

はfの特殊な関係に井、j:'，'るもの「、封切、(き"，: I :ふu，j かりみれば、第
~Ý\: .rt~専の I)自制l履 ，ri-O) 問題を，IH り llT ているだけであるーそうすると、 2 つ口は、

I心 rdDiplock が促ノト Lた問題 i之、 ~.~;FI'f-:) な第て Jでのためにする契約ぴ:1'何日二相

当するどしうこどである吋湾保|没者が抗 言。〉物m に1;t1y.tゐことによって、

ソ
S
I
f
 

である

';~iJ 1íが徒計への利時の付 7 を厄函してし'!:こ〉が深険J王者の主百かり明らか，~:

場ゃに l土、じt 川口C~-'> (Righ~ -，> 01" Tbin-l P:l:--jcs) Acl 19~巾(契約(~-~二言内梓川 l

~()9 前掲注向)

"本書lSi目以ド

1前掲J主印)

ー ~.Û、 S: 抗生l4)'!98~l.:.fi:< 



(，;"'t;.: さィ1 られと~H~Î;: ;フ)

法199!Yf-) l.;;f;によ九、計約のご~半者はのこ者に千医院芸に対して j向に訴える犠

打や Ij.)ーとものと払λ，:~れるであろう J つま q 、本iH:]ノ"C!;なには、第 朽の約

束者に k: する請;}江主、原則、認めら札なかっわということに~~-:-~すへきであるの

さて、第 者のにめに fる保険をキ;(i;jしよう

Waters v Monarch Fire and Ufe Assurance Co (1865) 5 EI晶 BI870"

[事実]広告は、穀物tg-J屋、指人かう企庁業者であり、紋告尺 fつの火、、足と:保品

「検晶 (泣;話';fd叙史F検主免" をを了結

1委E:託tされた1物却品 (心tり川叫)汀旧n，'!Jl()、 d~、、 1:; lrll，礼り1υ CO口lEllSSlcn!1の卜にあると明記され

ており、~ -;þ;日，))1心街 ~iHý に;ょ、仮踊 iよ、: :r.:~~持、被侃F主主ク):寸有ジ〕むの、主

fは、被保F.+!昔¥，-:{I ~;~(ま f は -ì，:~じされたもの の iーにあるシ例記されてい l，~() 

本汁14tおは第 芸に」ってl京午の命悼ぃ11¥'1二されていjが、1855午2月16行、

火災に4っとf-i，1.1:卜にに手れたc 火火山持、 l阜FfJZ 宗J午干 のを毛利で本件設持に

)，]して判似権 Jicn ヂもっていたち~_-1土、台原料の会類。よ1判所に支払った

lo55午、ヰ 1，"ホ ル;おける事 J丈畜uおいて、ネれは LonlCan:恥 11Clの

づなで訴議さオしたが、 ri!lU:事的景況に1ft¥¥|治存;正示勝訴の寸Tfえを l'~たハ

それに対しγ 、l良告は |口 p:立されつ ;0%.fi貴注}よ合席中γの金各自に:)!ノ三:~オi ない

とこ主張しとところ、被(11Gよ、原;(よ fii ;，(2された物品~''-ついては波保険干 1，主主チも

三ない f よ)l~L !.¥ 

[Lord Campbell CJ (控訴響)] ~nrd 仁川pbcll CJは、ま「、志刊のぶう

な保険が不法 (il-:epl:l なものカとうう、を河主主とするコ茶flおとしては、有効な

f;j:.il!主とあると lJ:.

f阜 iifアド物坊の断 ~-f-1~ から付1-+':-9 るよ弐 L.:.i? じられたわけでもな V¥ I_~ 、 I旺

円f;{:;TJ， Tr: の ;íl 有 J;;二 f-;j";-~ ljたことを述べた方けともないが、イメf十めような

保|止が訂されなL叫すれば、それは非常にイ、何である 原告が日j}に{訂t

されーたま需品のお土のt，めに和j刷ずるよ λな、かつ、私、LorclCaつ1])0守1:CJ; 

かみるところゴ守党または社会的相jtを何ら士さないような、 ?の」うと主主J

叫保険証 ~:f~1){維持詳れないとすれば、それは非 ih' に不侭とあるー

ツ百七掲注お()参眠り

二日誌58;円 413) 2Dミユ ~1()4J 
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:れはうまり、 I~，、~:，-， l'まわ EE さ~~た初刊の に1":;';、をイ1してお l人民(111こ被保

検十IJt' ベシ子守;七し丸、 f!i~険を有効と 1 たのと去る

Lonl CmEJ、i日JlCJ :ょ、っき;、ぷ{下'f~-~Þ5!副ちは，):"())給阿;及ぶかを問題とす

る}結論〉しては、以外保険は物 1T1''I"休に及ぶ炉した、つまり、 l旺缶I':iすが利

益を↑， -，る則i'!íだけではな\、原告;0'1口託されたお rr も ff む、 ~~-rr，全休 lこ本:7

fil:倹は及び、原山は、可IJ可の対)ヂフ了の保説会ふう:け取ることがとさるだけじは

なく、長終の利益石有 t む当~音の I めの受託者 J みなされ亡、役者の則並立う"

ぴ)深阪市も受け取ることができるじ jifr手f:{J':土、付深するように命とfわ(，;マも

なし， 1._、HHの:jJ>jぅ;か主;らされたわけでも令 ν が いつごちか::~ミヰ追認するこ

とが亡きる

で\~ighl川11 :も同禄の干Ijì:}~ を L 、 仁了間lJ、LcnJも!TI;l与の判示をしf後、 さらc:
-I~f んで、，r~: ~-U .&r仰がj孟かを EJj えた分~i、眼目が物品を返還し J士ければと主りる.~ 1.， ¥ 

とこのりこ~-':þ~H にいく Uあろうと卜j-i-'i-したこ

[検討14ザ:1よ古百じの事案であり、;と雪量¥，-'i百?社主のためにお['f-1ゐ不lJ1とか
あ-~か r いう形でノケわ 1 しと。その il!.Jペーも、よ〉え{工、保険ヴロ 刀 !Jt辺

人二被保険{;- (本人)のために{-;j保する刊紙があるか(次節で検討}、あゐ

i，'I'去、詰只人がτ話人のために日制寸る利訴があるか"丸、などの問題がえ例

てLよ土いわれてし、る

若者 (U川円注目訪日市:-， Lて、つぎのよういいつ I;，j 記のような事例

l"l，士、そのキベ(土寄っolの事例ごあるが、商業前なi世九のために、佼iiep"，引佐川

概念の拡大力要、.j<2;(たと lミえる仁 3まり、数多く仔社寸る第三者がそれ?れ

íE人 ';.~l:'険えかけなければなムないとすれば五I 同に不便で&。ために、被保険平 J

誌の概念σ-)ttiJ，，:i;':'担求され l-'.，いえふけ

( 5) ftt，里; 

同 開示された本人 (dlsc!osedprlncipal) I1 

間ぶされた代~;[むほ、十己]ーノりは本人。〉存イ!と本人の l:\{.づ|への河わりんを:i;lJ，) 

ており、 fU甲人は ι ヘヰ梨;~~)-~>~向ふ枠似や有 j る}ド人 l止、代珂によてJ て、!史

pρfωIi印"瓦 Llil1) :Ha!-lnauj(ul Ltd [1 t1L~41 OH 127は肯定する

1 本書162頁

つイメ♀l67頁以下

l.:.fi日J ー ~.Û、 S: 抗生l2)2982
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。〉ナめい締結された契約07)当寸手当となるυ 主人;之、担約がよ '1じる dべての犠

打や1J ~:'~~ -c;え 契約から生じるすべアの義L{j~予負担する υ 代子干ノ、(よ、本人のた

めに様泌されI契約lこさ圭づいて、相r--)j会日1えるこ L もでさないし、祁 r)iに
対L高{工を長うこ rもない}つまり、 fUTJl.人l土、取ヨから「ドロノブ・アウト J

3るのき，もるコ

したがって、明小された本人心1度った出えのためにぺ時人が01:0える1iZ引は、

必要なものでもなし、望まししものでもなv、

しかし、高節で検i":，~たよう ι 、 P: まL にj-;:.(￥て、'-z 'tj 与がf寸;~す心利益を主

L， .:q:寄者が寄託苦(i)J~去についと賠償ヰ読点{とだ質は保険金グ):51:;-)}叫するこ

とができるように、?とJ1!においても、仮設が同胞となる域今がある つ王!)、

保険契約を稲"結 rる保I;~ì:-j' 口 カ~またはその他の代坦人以、当該契約にだっ

さ、本人のf日宍につい℃よし障を請求よる)とができゐのかと t寸苅訟であるに

Transcontinental Underwriting Agency SRL v Grand UnIon Insurance 

Co Ltd [1987] lIoyd's Rep 409 

{宇1) 旨 l ↑ u:~ へまたはプロー刀ーが、玄人J;存{I:"\コ刊誌を明示する 77Tfを殺

しょうが廷しまいが、円らの名でH似したJ必iTl二;土、円らの名ごム;人じりj員:土主

殺のRF憶え H~オとすることができ、回復することがて"る U そ L てそれは、本人

のれめのフ fデヱ ンヤ 1; 干の'えも:~ (fi d~'ciary 口lpaclty) 子も て「きo(~，l~C 
める、

{検討]著持 Urnrw!':t!'h) 辻、.'fl;n:二去れる例外iよ特宍なもの Chl主牲ιれ
令ベLζ寸，("，'-;f，);な乎説会づlいたつえで、自らも、 4<人的行"']とをE長i''9.，~}ニこ

をitニ帝人l許すべく、印j催な:i:j'irJがないばかりか、何()(';士1完」つなさ品"1'1'もな

いと吋ニ二一寸る「すなわち、 ここでは、商業的な f~-:，け叩|ら jしる必要fまなく、志

人は 1人:かイ7在しないカレフでJ::，b ~) 

開示されt.;:い本人 (undisclosedprincipal) l!日

間ぶされない本人の法理とは、てコ究のようなもの九ある。 Ir;jに、代理人f;{

1見栄の代J~ 維のき;ソrr r"; T'本人のためにかjもよした契約につ i.." て、間ノ戸支オしない/代

へは、訴えてもよし 訴え(，1，してもよし'.信之;、担約を締結する際lつ止、

{イ)

~1()61 

" ~"去;仰頁 1;1，ト

l
よつヌ丹α弘川η乙)
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研市ノ

it現人は本人のために行事J しよ「と寺j叶Lなければならない(11、L山

開ぺ、与タ!なv'，"ト人の代用人も、=:i干支契約に"'")vて、長ノーても上いL、ふえられ

どもよい、ぷ4-( 、相 r)i//'代理人に対して内ずるいかなる抗弁も、本人;よ日
Lて有効であ .r~) (第5に、ウゼ約五年J買によノご、それを明円かに不一「か照不のも

のとする←に刀かわらず、本人0，訴える権宇jおJび訴えられる五孫を朴l注して
まとめると、開小~， ~ιないイリ、は、íU~人に1:. ;J伐本人のために給計l

され六児約に介入しても上し」

もよLミ

そして、有益心 ;nbe:.~th) 土、本人刀、 fì 人してもよしヰ毛主 f 二、代理人。、才、

人(})j員うたについて賠償を請求1るほ手1)のき立問およ び!，1l拠を検討する c

王ずその範;IWついて、苦省 :L:nh円以h; 土、先例会民約〆，--lF、つぎの

よ日:νゐうL安約のj向{直につし1ては、 f代tいi辺ヨ人:にこE沼吉γh償't~ を Jぺぷ一ι人め乙惟ヌ先引iリl を認め/ゐJ が、

粘q弔巴的士矧H失についVτぐ:は正λ、f代t迎人LιcW日l:償を=求史tμ')る1椿杢干利iリjを:認tめごなよt、i凶よ瓜8

つ}{正;にこ子Uの)~没主争 5 にコいて、若者江川lCr;し11; は、;t;例をう|用し、"ヘっ志

のよう仁いう 開示そえがないバ人カ開示さ ;71る苅は、 t理人が本人とみな弐れ

るが、日示されないが人が開示されと後は、十~手方は、に1'1'八を訴える柱利じ

加え亡、本人を訴える権利を与えるれる しかし、ね「んはなお、代叫人を訴

える F とが戸主、ある:.，，¥土、訴え続けるごとが(官三、ぞれ尚弁にJ止、代時人;よ

木人こみなされるー相r-)jから ω代理人 i")(，j'j ゐ'(i>j'、;百求の本訴従t~:，，~-):JL、

イUqJ)、/戸初lHlのm庇かえ生じる不人の損失ドワ v て賠償を詰ぷするほ訴を提起
ずる)とが、本人が怜コナ干円失マふフてjl)出人が持勺たt0失ではな ν、との辺E

から、をきないとすれば、おか'__v ' その損失の賠償は、準 受託巧と l，，(の

代理人の í~~J!j!，j撃にJ3v"C認められるのであるJ勺

昔-(i-(u nbぞra十11) じよゐ k、将筆すべき LL裂なこI":(土、認可之されなし、r午、j、

が契約にi記係Lていることを相「ノJが中|χ(cC!:lcuplaic! I~ て~、なかったに

もカかわらず、七人の出火lこっLべ一↑l:珂人がR:'o，1W令請ぷすることがむミるとい

J，ci/ !J(J(';.;hぷCo，'l/Srヤtrolsd"/hiJ 

，15. 

l¥'orl:-l五γジ [l99~J 1 L:nv(j'日 Hep

巴「rL、主計 {Lnb巳t"atつ) I立、契約の1山他〆けでな〈、結果日7組長h つい

亡も、前 者のね失にコきえ:;j;i:!話が止、l債を丙求ずることを認める n 次冷段品本

iじきさ!!(Lンド古1'73員 c

~~O "'~止符 r F ()'[-{ραnι，¥ Co r19:l7l i¥C 21:l 

.，本書l72"-liつ互に

l~fì7; ー ~.Û、 S: 抗生l(;)'!980 
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う点である。:れl士、裁;::Jr苛ヂ 般的なj霊陶性i刀法見:j(目白川tlrrlr:(ì i. Cll ，:S~; rll:rS) 

が十分な保護をワえるとぢえたか九であるにす〕がいな~，'"つまり、克'1、主れな

い本への止め i 行到する 11;埋人(こ、本へと同除の古河合買わせる EER岩

Unçen~ 刊)のほろが、閃示された十三人のため (~1J 到する fUCl人に、 イ入八i'1司

保の責任を買わ吃る要請よりも、大きい {主主i'(?)間小された本人の持/7lこは

ItJ軍人が保証人として行批し、いた場合的ぷう:二、 fにご白人1:!it利チワえ、義務

芥負わえf丈は弓が、 fヤiJ]1(トJな上初fごヤもあゐ二('-:;まあるが、抗日ljl止、五;人が十l，:;f，，) 

当事ι 寸ある一前 &'(1)間不されーな~本への ~，，~j~ミ?こは、契約i設にヰ人が開示され一

ょうがj弁J小されまいが、また、本人がi甘い、守れる場ftずも、ぞれが何時?あろ

うが、代理人がド人の*:J_-i'主的担史も合仁、おたについて rt~HQ :Y請求することが許

されるd¥きである乙

筆/i}'苦;':~:)は、以上の r:;"，:/i}' fJ)兄併に討して、勺ぎのよ行 lこlJょうれ:つには、

出干方が代土中人に ~t ~ ~てれ載を誌J、するE訴を提起したので、 f\>'早人が?糾W ~I) 

ヰ!;低から生ドるノト人り出先仁っき町立伎や~~;芦寸ぺSEl ~'1千Z(， t{起 L，./:..じその証:i;jの

本人が苅示さ才Lどからといって、相手方!、損失:止本人i件レとじっ十九巡4干で、

め J 川内メt坪人に'1とたものではないから、反訴に反対こいおせるかどうかとい

っ非市に以えさji た l止刷工の議論Tある U そのよヮな :;J~í'こされた)，，~ :~i ごの議論

から、 紋B'ji:第 長の抗たにつ，'て7:約当地;:"雪漬やd求jることが lごさるこ

いえるか〉うかは)~同であるかし、もう;っ;は、にi平ヘの代J~惟;おい

て本人のJ!つ失の目r~f;員を了l詰求する二とができ乙と、、う議論:主、寄託や保険などと

述じるものカどめる、そこに、相子方 3まり約烹折、 または、↑¥}干人うまり支約

省的意士、は介干しな， 'のである「

(6 )建築法

物品1五三事叫 l 主丸、て投開さ i-:.-l' iJ:J哩が、日:弘、建築事例~ :お¥'，てi色刑され

るよ与になうた 富者 Wnコ己Y坑 11) の挙ける千IJ'[7~ を主主計 11 "， 古平)もt，，<t

しをがり、ト，J)要1'1とヲ~J 県。 および、?の法躍のg>t.t'I'，をみていこうー

{ア7 St Martins [1994] 1 AC 85'つ1

21 Lιndelt (;川del1.'， "1、rus!Ll:i v Lcncs!a ，')'叫geDistiJsa!s Lld; ，';'1 .¥-h;1"lil1-'， j)YiJtcrl) 

二日誌58;円40:>) 2D79 )6只1
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lai 

[事実1
(l) !折↑ ~':6 であハた」

19i9年 6月 19 ド、日 to(' 辺白川 ~'cr :s ion 土、

:主財産からブル ア正ペスト手取れ::;~.~く f?の建染 13約千品il'f結 Lt. :!:f~主 53約

2つめれその#刊を時汎するものであ本山"た:.;t、I，Jj天の!fl，:;:-I:力説起された、
F 

<;;J ， 

Unden Gardens casc 

ロンドン;こあるピ!レJ)~l 陪から 8 陪の{昔永六ï

との!日'，-;、当第2城山九i在日

Stock CüπV~:'SiOll 土、

は、 JCl 棋咋~，;~:JJ~!建築契利 Uoint Ccn了fZtC:'1'1出11lたおZt!'.dardForlT. of Build 

ll¥g仁、川lr:ICef(lf llS(仇 lhl¥ppn日 jCl;llυQ，:an~il:('s ， Pri¥.';llv E(:iliり11，1963仁d

Ir引 i~ul tοluly H)i5>; にf'1"つイ臨iト千万抱|たもの一二あり、 I--'i七よ首l土、請負

への書町での合ョなノ L亡、この契約を訣;:ijtL -cはなレすないハ」旨の呪定を合

己契約におりる指名に Jiづ弄 LCllcs~a S; lJ(~gr Dis 

. .¥.Jしてと記事を「請けさせた(ただーも本事実は

ム
1
6

条

J

{

え
t
す

F札川

上れ戸七
}
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2臼

つ
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flOS日13LLd 

ィ、トきいムりてまっ μ "1五要ずはない)。

1080 イ1-.!)):25i:~ 見8: H 2被_;I() により i事はむ戊 Lたが、その後、

作物から多くのアスベストがお見されたU

1 D85'f 2 JJ、日山CK仁::nnCl日io:'.U::、九日h抗日l じOJ)日 lL~cLJ()n 心J L:x~ (前う被(lIJ 

、l'誌11

第一被

¥1 (¥セ

との荷で、 このう喋りの F人ベストを取!')~主く日の~t世契ぷJを約件 1 ，，~ 

*b も、 dリぷ契約と円.~く、主要jむを禁じる条取を ffι ち J)であフ f: 。

1%[-;年8月 工ナ上は完成し、費f[]:よ StrKkC() l1 v~'rぷ 1011 がr， tg したい

l 事?の1985"1.1)J11 、日lωkConv~'rsion は、 LillCkll Car山 n~; ¥一μ1.，:) I午午、

Lill0e;， G:;rden吋かい :H皆J)1*)tjを百T

おiocLCOl1、cr"，011は、 LユUL;liGarclc:，s (.こ-~~ !~ 3 I;+y CI) 

:-1有ほふ』主宰し、 41括的借家権も1仇，;!!しと… S[oc!-:ConVL'刊 1011は、俗京惟の市

場fわき E りもノf，'領令主:~qL庁、あゐいは、建物¥'-.アスペス 7、がタ左右寸る円能仕

を見込まれ仁「止ヨャきされた、，~:ムの r;tは三尽きれてし h ない

1985ザl!13ヨ、いまだに主主窃についに刊主主をtr:，ていた Slock山口、日31011

;) ~昔お上0' 6 陪の作家権を了 n其i喧(，カ玉、

刊された 19Bi]千ド12H 

Rhlについ亡i刊kst_a~:Ll(i府 l 弟 1 t~0-) 荷階ーの被fT? としと 持説した

のすべての利益の込tJに宇和、て、 お7イ11i-11t:l

」ト

C九

LiI 

ー ~.Û、 S:， 6'~(lS)'!918

只LockCOll¥-tT::;lρn ~J 

CortomII:i打 f.tdl'ぷロ h.'l)l;crI同 AI，hUtl!Ud [J9山J1 ，qC 0;) 

l~fì9; 



移転させられた相矢印)

dcn Gardcnsのために譲渡首|害を完成させたー当該面l舎には、日lock仁川山Cl

SIOIlは LindenCardensとの聞で前者の訴える権利を後者に説i度することを合

意する局の品械があったコなお、 1I&HUu2被告)は、 I.，e建築契約条項 (17
条)が些>1(よる訴渡に対する|可，白を LTはいなかったり

1987/1'と19凶作になってもまだ、建物から多くのアスペストが発見された。

この残りのアスベス lを除去するべく、きらなる l事が請け負われ、その費用

はLindcn(凶rdcnsが負担Lたレ SlockConvcrsI<川は LinrlcnGardcnsに対Lそ

の費用の一部でも負!II-，る義務がある、とは主張されていなしU

Lin(]cn GardcnsはSlock Con vcrsionの代わりに原告となり、 LcncslaSlud昨

(第 1被刊に M&日(第 2被山)が参加し、 Ashwellじonstrllction 第3

被告)も提訴された。

決定的な特筆内は、つぎのイつであるわ第 1に、各被山と声:J去に契約関係の

ある唯 の当事者である SlockCon古川氏IOnは、訴訟の当事者ではない。第 2に、

Slocドじol1vcrslO11による Lindc11Garclc11s (原山jへの建築契約上の利益の議

湾は、被告の同志なしに実わされた 第日に、 M & JJ (第 2被告)による契

約違反は、 SlOCιC011、crslOnが建物の干IJ益を完全に譲渡1る仲lに!Iじた戸第4
に、 StuckCOllversiunはLindenGal-dellSから、アスベストは完全に除去され

たと仮定したうえで、建物利益についての市場伺格の{首相を取得したのである

から、 StockCOllversiunは、 1985年の支払いを除主、被告の契約違!えを王甲山に

自らが担をしているわけではなしL

本訴訟における子仙的な争点は、つぎの 2つであるつ第Iに、 tt染契約グ)議

i度が契約条項 (17条)により禁11されているにもかかわらず、 SlockCo山口

SIOIlの契約トの権利は Lilldぞ11Gardensに有効に門誌産されたかじ第 2に、 Lill 

dcn Gardcns は、譲'î人として、 ~Ri既日以降に、 Slock Co山cr公1011でな(Lin 

den Cardensが負担したところのアスベストを除去する費肘のHfl慣を求めるこ

とができるか2

[第 1審]内争点ともri疋した， -，なわち、 LindenCardellsへの議渡は無
効であり、 Lindcn(~ardcns は、設波口m年も、照行されたイ|事の賛同を回復

することはできなし~

I控訴審1W 1審を取り消して、両争点とも自定した 2 すなわち、 M &H  (治

2被告)と AshwellCOllstructiOIl第3被告j による契約違反に恭づく詰求を

維持するべく、 LindcnGanlcnsへの訴訟原肉の該波は有効であり、 Lindcn

北法S8Ui.4(7) 297i [liO] 



研光ノ 1 

Gardcns ~.立、該波がなかったならば、 Stock CりnνcγSlりnカ吋司会賠償を回御する

ことがで主たように、損害町1慣を同慢することがむきる。

y[ & H ("¥2被告)が本院に|告したが、 .AshwcllConstrucLion (治 3被告)

は上告しなかったり

(b) St Martins case 

[事実11968年、 Corporation (第 1原白 j は、ロン Iンにある肘地の開花

をはじめた。斗該開発には、庖柄、オフィス、ブラァトの建築も含まれる子定

であったむ 1968年 5月17H、じorporation (第 1原山)は地主u治体と出向で
合意したが、それによると、開発終了時には Corp川川ion (第 I1原告)は当該

肘地につき1S0年|出の借地権を許可される様相jを取得するとされたむ

1974年10月29口、仁川ponllion ¥第 i原告)は、地Alpinc (被告)との聞で、

建築契約を締結したの当該契約は、 jじI悼平射叫建築契約 Uointじontract

Tribunal， Stand礼rrlfiorm o[ sl1ilding Cont1出LPγlV礼LCErliLion with Ql1antiLics 

1963 ccl. Uu!y 1975 rcd) を含むものであり、主丈長は、請負人0)手当同 Cぴ)

合意なくして、この契約を譲渡してはならないoJ 旨の境定を含むものであり

た (17条)。

ふ)了poratioll 第1原告jは、クウェート固により完全に!肝有される Str-..Tartins 

Holclings LLclの完全チ会社である。 1970.11代半ば、税合対策のためのスキーム

が実行きれ、そのもとで、クウヱート国のすべての財出的利訴は StMartins 

Holdings Ltdのもう Iつの完全チ公社である lnvc叫mcnts 第 2原イ'nに付与
されたc このスキームに従っ亡、 1976年日月25日づけの譲渡J正否が履わされ、

そのもとで、 Corporation 第l原{'i-) は、 1968イ15 IJ 17111こ地)J白治体と害

前で合告したところの財出的利掃の fべてを満額の代価と引き換えに、]"

vCSL1l1Cn凶 (泌 2原作)に設波した。当該副書は、さらに、譲浪人により締結

された、当該間売の建設中および完了時に存在する、すべての契約における利

益の全部を InvcsLmcn凶(お 2原告)に該践することをも日的としていた。し

かし、i¥.1cAlpine (被告)による|可岩は、求めらtlごもいなかったし、ワえら

れてもいなかったー凶作後の1986汗 3H :1口になるまで、 r'vlcAlpinc (被告)
には、 l誕渡の通知もワえられなかった}

譲渡時には、契約違反(基礎に暇枕)はなかった。 19凶作、 l事は完成した。

↓981年、恭礎出分 [pひcliulncleckIに水漏れ (leaking)がみつかった。ピこれは、

設投日後に中じた、 ¥IcAlpinc (被告)の契約違反によるものであるとーャ娠さ
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{，;"'t;.: さィ1 られと~H~Î;: ;フ)

オLナハその袖九年Jー斗41立、王800，000十?h貨Htで夜行されたっ当初、 じりγ;)01"2.'-1011

f犠 1隙苫:がその費!l1".主犯したが、後日、 [町estr.H口出 f第 2忠告j から

その翌日を回収L，
"宅、，エ
九， ~、~ c，)rporatioれ 第 11且苫('" [llves~l吋llts {第セ 11'，竺 j が九Ic，:I，1了"同

を契約造反で提訴した乙

持埠九二、つぎの 3つである{ 第、 Lindcn Gal山 ωcascと :1-，11_:，(、ぷ

Iυrde作(;川dpl!soJ:-;¥'異なり、はへの;uJ;;自u止1九九れていなかコ土、治フに、

ヲべての契約Ji::反は口実汚r-:~.主にえとた第 3 に、 UnlÎr!n Gunlci1s caseと異な;';、

もともとの契利当宇者ご品る心):'~)Oralio:; Ui~; 1 以2]-]ま詳~L~当十」者マあり、

契約定反の結県と仁 C1 1らは担していないにも力、かわらず、尖質均なJはヲマ賠償

いllbsb:lli;lld，nn;lgc心を請;1<しているハ

したがコ亡、主iL! な午ι 雨、は、つ主的 2 つ Cある 3 第 1 に、 y~約条Jft 'Ji条j

;こ弘治かわらす、[山山~;ll、沿い (fJ} 2 ，1卑件 I への~~減:ま有効か 市2に、じ0，"

floralioll 埼 1J:t:: ?i) 土、契約造反仁基っく三足長 1~1'~;な IW式保険ヰヨ慢する:こ

ができるか

{第 1響]宵苧点とも内定した すなわち、 lnν むおi1~lcn~只 ~efi 2況イT1_) への

哉はは 1I 坊であり、 COi Pυr，LlIOlT ':;;r; 1 ;，i ;:!;')は、 名1111']な損害賠償しか|口1復
ずるこノ刀できなし h

[授訴審I第 1の争占l土否定Lf~ が、第つの-éfl-- 出は 1-':1だした}つまり、議i震

は蕪-;，j]であ 7、本門 l土Luu!tmC;μraピ!lS ~asc と異なけ、設;巧 1 には譲汚できる

ような訴;~í:}，車問 lよ党生二l、 l ミなか~ 1:ニJ しかし、 CorpUIぱiun (~l\l 原告)は、

完封的なW'~:~古僚会~従 γることがてさる(

\k A. ~pìlle (，被告Jが「告(

IC) [Lord Browne-Wilkinson 

口市tscFlentさ (第ツは告 も-kJf:r告 J 丈ヲハ

(貴技院)1 (多数意見)山

Lord BrOWIlL'仇 ;-:ki日以"，土、 2つの事件における争.1，:，'，1::6つ亨[，学する J そL

1 .'{I-，口会軒目見L丈うえで、 6，の争点奇詳述ずるヘ

くL 17条は、建築契約上の利益の譲渡を禁止するか。

結μおとい〆し志，;"-/x~土自主される"したが勺℃、 S'l J1Gli1tlS C刊誌じ

t支JA;こ割引逗fメがヰにた苧1斗)におい Lは、 l活支へと〆ての Illv(-'日 11(-'Iltミ

2疋[告 J いよる請求は否定されるに

ヲツ St :¥1arIIns [1994J 虻 g5， 987'';' 
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研市ノ

ふ

¥ノ 17条l正、将来の履行に対する権利の譲渡を禁止するだけでなく、概発生

の契約の果実(訴訟に対する権利)の譲渡も禁止するかI-~:， 

契約の解釈に帰着寸るが、 17条[よ、 M者会計止するか依首は公止しない k士l

予ELておりず、百字七段朽ち禁 :.J'ムト規'"1'i:_~ているレ肝釈されωべきである、

契約該i庄の'"、iI浩正を人れた迎合l立、 i守負人の視点からみると 自らがj歪んだ

持>r(J)i'士よ討を相手んとしてlT'{引しごおり、かつ 殺りみそ桁子にオれlZjlリ

ゐ正いつ 1ヘJJ~ ;Æ' 伴保し丈いかムであゐ、 ~~~\'j ~主役の計上とな特約 Lt う君主5 当事者

i之、将 ~(C)胤1. に討する 1宇和j く:既ヲ'è!t u)ヅJれしつ来実に k.; -1" る梓手IJ を己{J!I~ヲるこ

とを意以lL亡し、ない (i:;lClld)u 

結論と〆て、十、争 I~'、は肯定長 1t2:ひ したがって、 Lillilパバ;ardl'llscase l契

約昆 ;_7~ Î'去に契約 ~jl役きれ f 宇例j におい亡 l土、議受人と L ての Linrkn G"r 

d2，"S 五円jによる請求:土肖lEされるつ

譲渡のまま誌は、公序iこ反するものとして穣効か。

通常は、財産?j，'!二ご議認できなしものとする Jとは、公障に;)[するのt不法

である ろさ約一円弘和i:ェliJ恒の 極であ心から、その譲渡禁止は、注i)、なもの

としてま£効である「

しかし、先例ト七、 n、叫トも、その例外古勺:-.;(+"するべ
イ;:~-Î-~: みる t 、契約!の権利引試波禁 II-_!)~":L~Iろ l 反する円。、二千張fよまっんく

なかィンた} そし仁、不動〆?の均甘に i土、での1Jl:#告が~]J)iしてい Q ニ〉か三、司

由 lli認を ~U保する不動定。〉誌iñ考 111土公J+に，，(-)るとI'U不されたことがある

が、契約トの怯利の}i，j合には、[三憶のー友i，fJ[禁 lムがオJ;1去のための公子にLとする干

1はまったくないれ-:"て、通之さ契約のさ事話;ニ、契約り柘TlJは自ら子選ん
ナご71であり、彼のみを4右手，;::.-9i-~~';{JL:) 向!'. ，.，う状態を健保 Fゐこ rについて

の商業的利低をもっユ J たがって、契約!の権利の該波吹けカ公 pに反ヲるこ

するは淀川~JJ市 111eY呈出 J えなtl ) 

(司、 契約の譲渡は l禁止されているにもかかわらずλ譲受人に訴訟原因を

2~ :j":':訴7ヰ:土、以トり:''1示をした。 LindしもしI1nZ凶 sc三日，契約[_4".反役 Jニ契約誌

はされた1:イ'I1:1 にfっν、て i士、契約直反iこよ i 牛した訴号、に対多るほ利はすでに

5cヰじてし/ひので、それが"主波すゐことは可能むあるが、、')ti¥，fr1rti仰は問 L契
約~1f波伎に契約J主反が'11 ん事例 ì :-おいては、::;::約違反により F 乙 t:~1千百:r~(. 
:tJーよる挺利はいまだ主'-，ていないので、てれを品i在するこ/.I土ぷγ'1訟-cある I

ー ~.Û、 S:_6.~(14)'!91~



移転させられた相矢印)

移転させるものとして有効力、。

梨ずJの"袋i度l土、 17条にはi皐)メするが、品受人に訴訟l中、凶を移転させるものと

しては布効であると羊張されるが、設校出止に違反する契約|の権利該波は、

l誕受人に契約上の権利を付ワせF、無効なものである したがって、 I"Inden

Garde山 casc 契約違反後に契約譲波された事例)においては、設J主人として

の LindenGarclens (原告)による請求は行定される}

(5) 譲受人により回復可能な損害賠償の額の評価方法とは、どんなものか。

①~必争内の判断により、/めの争nは判断する必lAJはない

⑥ 譲渡人の請求による損害賠償の額の評価方法とは、どんなものか。

Corporation (第 1原山j は、契約違反の刊の前にすべての財崖的利益をそ

の代制の全傾と引換えに処分したので、いいかえれば、契約違反の口には財産

を所有していなかったので、何らのt1H失も被らなかったっ

Lord Drownc-Wilkinsonは、 Th♂ .41hauroを検討したうえで、 月IM(lrliHS 

cascにつきつぎのようにいうつ

l私 (LordBrownc-'vV ilkinson] の判断では、本ftは、原(Ilは白身のm失
のみにつき賠償を|ロi復することができるとの一般;1、則に対する例外原珂の

中に含まれる c 本件契約は、大型崩地開発のためのものであけ、本件刷地

が第三者によって市有きれるであろうこと、および、第三者によって晴入

されうるであろうことは、 Corp川 3uonもlvlcAlpincも知っていた (tolhc 

kncl¥vledge of butll)サしたがって、契約違lえによるI匝抗が、もともとの契

約当事長である Corporalionだけではなく、役続的所有省にもt日失を![じ
させるであろうことは、下見可能であった (befures肘 c)サ陸卜物J71運送

契約におけるように、 111うたを被った財産の内有者または所右者に対Lて、

i' .... 1cAlpineを訴える権利が当州んとして 11動的にイナワされるわけごはない{

反対に、財産の内有者または所有者となり損矢を被るかもしれない約三者

に対Lて、建築契約上の許える権利を移転させることは、 rvkAlpineの|可

煮なしには、できない、と l'vlcAlpincは特約した。そのような事例におい

ては、陸上物品運送事例におけるように、当事者をつぎのごとくみなすの

が適当であるように、私にはみえる、すなわち、熊批ある照行に苫しんで

いるが、契約条ユ且のもとでは i'v'lcAlpi町に対し契約違反に恭づく 責任を追

及する格利を有さない者のために、 C，川川I礼llOnは契約トの綿布lを強制す

北法58(6 -40:;) 297:; [174] 
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るふとができるとのウ場で、"i斗手指は雪んちを締結したとみなすのでめる。

ノヘイLにはま 5 仁、 IFfi'"三r::J ì':~ なi!市:JJ.~のも ζ じはそれ[損);': やととせたf

にぶち c~Ëi f~-t さ μるべきで2ちるところの記夫: ~. .-r~ ~ ，-，二、そのよろなJfi矢を

慌ったおに平日開可能企もの IJti;'，)がほかにない場合I-~_I に、以上の法

則子三土i斉をtltf;tする事例なのでめる I~ニ J

「荘、 J，();-d BroWllC-¥¥可1kill日 11: 土、 ノ?二イ下カ;: f下日毘りの↑刊タトびJな~.{吋であ

{)亡する」とにはまったく l前足しないc 私達は、廷奨契約の刊誌を最終購

入者に誌は?ることを;れ1":，ごいる建築契約の探牛耳t型を検討しごいる U

:のド;が計験仁てさた不動屋市均lおける;♂;く不況の中で、決与くの珂

発が完成の日Eに売却されなければなムなかっ l.~ L、そのために ↑"1らかの

史的注反が生じる清:二 l~ iイに刈よる#有権が建築史的に長コいて，，;~3~ る権

干'1からうJ叩 hだれも市:ぬを左右にちせて与たc 請負人に 4つ-cf詰 l'完勝人 i~-:こ対

して!_}パムれるl:þ~支1:J川ばL:lllics) 】つ 1 ては l 潟、私的判制 r よゐと、

それは、図離をもと与ずものぜはなかろう も L かりに、主初のを:j:~:)(:約

ク)条1ftに絞って、 l詰問へか最詩法人認し-，寸!て拾わの則号取得役に]削れゐ

J~~枇を紋i正予ベく~任をワ|主九二けたのでめオLiえその湯舟(よ、 1)川1のか J 

La悦bげ[，十時)照~U)会Jt';'rt;:ご人らな v ことは IJJヰらかてある。もか ;'1

に、最終;背入寺が詰白人 k:t~.し C直誌の訴λ:JZt因をうえ与九ゐのであれば

(ti軒F;j_d)~ のも τ むの~，又人または波哀芸人がそうぜあるよう;口、その

お[，-i(よ、そのJ、R:;o)涼河内対照外となろう υ も乙もとのyt物;;11手f{'nょ、 司

(，乙汁CI9.とlっき{;':{-i古を求めることがCきる他人が咳っl:JIi先につレ亡賠償

を4にかちる土できなかろう し丈が)-(、宏、は、 Cor13U! 訂 1 1) 11 三 ~vlc A 

;)I11Cによる建築契約のiJt反;こ長.r:I;，、て実質的在lE':r.賠償を泊求寸 ξ捷利

士有 Jioと勺附する I:!一日」

2.， 1I1じよl山之cn;::977]人じ 'i7'.8/17 (Hi:t司~1:83、)ハ

''::'， St :"l1ariu日[1994J 、C8~). 114-11:_) 

ぺ 1'(f は、;-.~負九によって殺抗措人首;こ lJ 1 〆て刊{~:2HÎ が与えムれていな車

問ではな， 'ので、 ~J. 1'-:ょう必 rl 、うこ2になる

【 St:¥1arIIns [1994J 虻民 J1:1 

ー ~.Û、 S:， 6'~(12)'!912



{，;"'t;.: さィ1 られと~H~Î;: ;フ)

結論

LindCI1 (;ardcns l出川ャつ"'ては、勺ぎのとお)，]である I みえる際刊に'lする

干'1]1t止:二、出oc[，;Convcr日り1] (~.i ndcn G::rctci'!S ¥原告〉の何泣いか l新笠i0) 

に右効に"船度さtしなカ た}そろムすれば、 v、コぅf約，~主 lえが生 t たカに刀、かわ

りず、被 i七は、 S~()ck 仁川lvcrsi(ln iLin:kl'.九，rdc，ぉ(J引→)の!日]jlil''7)' 

に刈しといかな匂1'8，'A;に '"jlミても支イ二ふ負うことはないl的f

¥ 
c. 

二れ

U 

) ~"^ ~!". ， ~r 
.-/''--.-N _'、、

の百吉〆!"は

九]

り県~討(
 
r
 

f
l
 
v
 

(
 

Lindι L清 ;i被告;，:1 L :'. -eTI;t認められ、

業Liされどじ

&IT 

日IJlal!insμ 目l" :こっし、とは、つ 2ぎの ζ おりじある~二1ギ~(i)ll;~は、 Co砂川n

{第 l原ji1j から j;-;¥，円t;nt'litS 尚三原「ι に有効に1諜J1ちれな治ったひ

1n、日ln (':lL:--;第ワ原告 は 包円的な~Æ"r6~~-g併を J回えと ーて rR~() な~fl.壬一賠償

を求めゐことができない ιcrooratioe，第 l原人土、名目的とhtTi ';!;' U;'~ r.立を

お去亡、ヲゴ'AIJ<)な宿害時常化求めることがで旦るーしたが〉て、 Mc;¥lp↓11(' (J~，、

';¥) ;よる仁;I1もlnh~S ~，:1l~'山 f 弟 2 原よる交主卜J11 も ZLZめられないが、

控ニム香判決は 記万二うに金支されなければならないい

1:1οl 

補足

なお、 上.mlBlυ¥!/lll>，Wilkill日 n土、物山'.([.7'、労働。眼科のC'，iCう[つための

契約 iWI 供給契約」と v与。 J と枕dcj五j主契約の遣いを検討LてL るのて¥

紹介Lごおく l三ソ{

供給契約の注反どは、波;iiかじ1衿すると約;.:.:i. たとこ，うの、かっ、!立;11がそ

のft今中文)1、ったまたは支--、うと合玄したところの、物dlfまたは斗Iーピスの提

供がなかっんことである 契約代示。〉支払I 己uに契約違反がみつかれば、契幻

¥里;

代金から JWiíC修捕の r めの資Jtがt止却さ iしる〕この代金減額を ~11r:-K-(j る権利は、

初九円断ハ j惇か即、'にあろつことかえうと、 7惇刻l斗'*~一見/トイ己伝支払い削であろう

とr久ピ£ろっと、で日められる¥:主ごめる 1:;r;

。~g ib引よ ι:Ll S"l~6 

I fbid， ;，了 llllつ

m 物品売京契約においては、頁そでは、非主掛lめる拐品を官官2 されれば、契約~lli

将と JW1， ;y) る物坊の巾J品 ':::E~'ド)~:;:.:部分の掲害賠憤を件られるが、 rr ，~が{f:;三宮

;こJじたなく h売で主た力、どう力、とは祉関係でめる{判勾:;1つまり、 :のよう
な事例におし、ては、 ~l、売提iっか締結 ::;;l してし仏、としても、斗片言ヌ物品。〉所自砕か

芯t 帰属すゐか，Y'~.かは考!なされないのである
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研市ノ

: .~L と iwJ悼の it合成1(8'刀法;rii! ~，土、 話j壬i互には宿泊されなし iコワま九、荷j五人

は、運送貨の-eI'::組キト支担わなければならないが、ネオしこはIJUに、""''";契約返叫

に基っく iW~.活保山市求訴訟をiit起ずゐこ」が Fきる(判例liJ

供給M約め込Jえに某っく紺戸→比ifUの額が、物l日の:1，有憶が識にあるかま々は

ザ ピスを宇去するのは誰(J'(，こJって計i，ll，される.])では士く、契約さオしたとこ

λのものと現主に徒伐されたところのものの釘j，与の注額}ごよって♂価さ;，，，ると

いうこーカミ、 i.J、Y して在在、'rL /:もの』冷あるに g;:)，1て、あゐ人由主1也の人(~1t::*{?-t 

るためし目的物の供給者と契約を締結 L ，イt~l;: を支払う場合的刊起を併吋する

ことがず主る たとえば ある人がi占日必とィ定。ノ容のために食事ヰ提供し{も

らおう ζ レス、 ζノ/と契約した場介、あるl，.，ムある人が末技と一常任にU先行し

よろ 2旅行会中十 L喫約しf場合 j主'l'や旅行:こ問題J戸あれば、そのあるへはち土

山身のためだけでなく jit()γ呼や衣校のためにも松肖防「与を求められて〕かるべ

c交じある 1什ー

しなかって、原，が1度;与の契約十王反にぶり J片手ミを~，~ハていると三 l叫す令ため

に、物品まとはお J.etiの:li!I古注がl点告にある 2 いう必要があえ王手~'J !、初ふま f干

(;;:~0 苛の供給与4約ジ)>:りU J二ついては、今殺さらに議論されるべ主である。また、

i'~ 示日現兵Jj におけるt亘書賠償の自の許1四万辻、につ川しも、 J";j主ごめる U 以

(Lo~"{~ B;"ov¥，nc-¥ViJid::sun; ~よ、元玉栄á';契約に告んな$-;望]を手えるであろうが、

いまだ訣誌が只くさιていないので、結論を留保したい} この司窓;j)計訟を責

波~)\が l 寸c:iJ に、:f:ð5:iにより: • ';1に茶封が尽くされるべきである。"'1:'-，て、五

件下玄:ニ、 rh.' A!f.:az円。にお νaて A)l、1Diplockが宇IJノJ三Lたと三ろの一般ンH:J

;二)Jする例外資型に当た。ここか九、 この附刃包の結論を l、ヲ必lよどもな d 土

(d) [Lord Griffiths (貴族院)] (少数意見)'以

Lonl (;riHiレhs;:;;:、 LOIじ B-ro札口('.¥札ilku:S0!lの結凶，j--Luulr-:nG，lnU:叩， casc 

2i度合)によるヒfTALI!と、れしたが、 St.HartiHS caseにか

(，f，皮告、;こ主る|告も I川 C:-;;Ph:1l1;:，心 2原告l に Eる交主!

;二fコL了る M長 :1

ける孔r，.ヘlpii:.¥

苫も L:~ (詫);1;Lと

しりrpornじO!l i原告)

には詮成，"ゐ{ しかし、

しr):¥，fu¥bi日( l彼iJJJ

白人Iartinscae'eにおけゐ

に k;f -1 る民主;措法山請求 7I~~容

についと呉なるJ甲 ，~j'[i/'( ，E:， ( 

;1 Tl1rl川 it1) Hovi初 11Hiρ11山町 Uri)975J 1 V'/L R _l/W8 

3ツ St:¥1arIIns [199記:;CR:可967'';'

ー ~.Û、 S:， 6.~()(:)'!91()



移転させられた相矢印)

:¥ .. Ici¥lp川 c (被告)は、以 lの2占につき抗弁した一部 lに、契約違反が'1

じた時には、 Corporation 第 1J原告)は、その財件に対する利掃を Illvest

1l1cnts (治 2原告)に該波していたので、¥Ici¥lpinc (被告)に対して照会賠

償を求めることができない口第 2に、心)rporatioll 第1原告)は、 11ら払っ

た修理代を In山山ncn凶(治 2原告)からtii:j埜されていたので、¥Ici¥lp川 c (被

山)に対して相手拝見1fi古を求めることができない{

まF、LonlGri ffi lhsは、市 lの抗力、今受け入れることはできないとする。

ずなわち、仕事、労働および原料供給の契約においては、契約注反に基づきt，

円山JなJ員害賠償よりも多くを得られるか否かは、契約違反の時占で原告が契約

の目的物の上に財虚的利益を有するか台かにより決まるということはない け

常牛山においては、仕事および労働についとの契約は、契約の円的物のトに則

""的利益を有しない人々により頻繁に締結される。たとえば、支が所有ずる家

慌に対して、その開摂を新しくする契約を夫が請負人と結んだとする。ところ

が、高負人が l 事に失敗したために、犬は別 0)高負人に l'事的続行と完成をr~

まなければならなくなった。このとき、犬は財崖をi9I有していないから損失を

被っていないといえるとすれば、おかしし、っすなわち、夫i土自らが契約したと

ころのハーゲンを受け取っていないから損失を絞っ亡いるといえなければ、お

かしい したがって、契約違反に基ヮき科目的でなく実蛍的な担古賠償が認め

られるためには、原告は契約のH的物に対Lて財派的手リ需を有していなければ

ならないとすることには、私 (LordGriHilhs) は賛成することができない{

ここで、 LonlGriffithsは、 The AlbazeTo [1977] AC 774における状況と本

件とはまったく 異なると寸る。 Thc"1lbαzeY!οにおいては、逆送契約というパー

ゲンを可能によるために支払われた代金(運送賃)の返還が詰求されたのでは

なく、荷物の滅失についてのRfH査が請求された。そして、荷物減うたすなわ九契

約違lえの時市では、術物に対する191-有権は訴える権利とともにJJIjの人にイナワさ

れていたので、もともとの契約当事者は企銭的損矢を被っていないといえる。

Lたがって、彼に荷物減失の舵償請求に対する権平IJをワえることが、法により

否定されるべきは、容砧に理解できょう。他方、本件のような事例においては、

話負人が約束したが版1Jに史敗したところのパーケツの利拾をi主主者は第て者

に与えるべく金銭(修理代)を支払わなければならないから、所丈者は金銭的

損失を被っているといえる}したがって、本件のような契約においては、町"i1'古

を請求する条件とし亡、 Ijf，告は契約の目的物のトに財産的権利を有していなけ

北法58(f;-39り)2969 [178] 



研市ノ

ればならな'，，'， とする二とはできな~'，， 

つぎに、 Lo吋心l-ifUJ1Siよ、第 2cワ抗弁ら J二!j人才しるこ ζ はでえないとする

ずなわち、 a-~ ~土、誰刀記fr::な修理1.'事り f;:立を Jょうかについては、被告に l唱す

る肌 i-，、評問 ì~L (; nt七 (¥Ii出己ct，;)事;Jiである「みなすべきである

(e) I検討1Lo;d D川 WflC.¥¥..iikiIlS(l;，多数意註) ~立、狭いグ7 内シ j を根

拠:二、 、t:¥1arli1ω1l.例におけ匂心)rpcreltion(})誌ぷふl誌のたが、 Lord G:-iffi:J1S 

L少数J色、 ~n 止、，1/; ~グラウンドヲト恨初どに、同仁子'1附奇卜し丈一ο 五:1'*:おける

no ，~'牲を整注して); :::ろ

fr'51 (こ、担i沿海反前 Jこ実的7)'~Ei，'~された事例(ミ1 Jlr:tlil1S cn、C) と有利人言Dl

{々に契約がぷM~ ~':'れた事別 (Lin iÌdt (;:1fd行旧日常)こが明停にえHじされた口

かし、後者¥'>--)いと!玉、受約者が訟受ヘに社 e:lcJ員!(について賠償を詰;Jくしグ

ものではなく、譲受人がμりが被ったTH宍L コいて防償を請求したものであ勺

た J したがり亡、契約{芋反後に契約が烹泌さ札た事例におし i 亡、受約宇iーが該''2:

人'，-/.十一じた出;-t，:~ ，-) l，ぺ賠償ル高求[たおEf仁、それは必べされるりかもそう

であると Lて、〉のよぺな仙的構成(，-.:，.;::り認められるのかは正決定である，--j/し

dぅ之 J 、!大いグヲワ〆「を~~同する枚拠;土、安利おこ約北何カ:約 七;二初失

カ生じるごとを;'.'I.寸るごとがで会たカどうか すなわち 当予告の子見τ能

牲にあるとtlJ'B ~れ λ、

とL-C'-< 、ること刀、らl土、 ;J、(I:'.w)

ヰ1長を排斥したとまではいえなし、。

しッし、 Thc :t!如zcn会直誌の先例

:-~ゴいて狭いグヲ"ンドを1&;1I -Jーるいの

)tl つじ、広いグツゥンドがi呈')、主れたが、てれが J実 ν~ 広いグソ内ンドな

のかJ剖、 l広い」広いグラウ>1なのかJ:1"(;1::'受昧である「

は'C j士いグソウ〆ドによi."-!i'、契約違反均 lこ契約が誤ばされた事例に I又iすの専

問なlメ別し、p:--l~' ( ::: tt 〆しは、議r交人にととピた握たにつ i...' て ~;2: *，;J---N:){H汚慢な~p，

))えずるとのγ、口IJ([h山ωf:l' Lωn!;crf ;:1-:dJ) ~. j[f;)+Jするが、後記，-刈 lては、 )1、

関連~.~買のしよ埋を連用 t むこ になゐ

lノ、¥， ¥ /.-:;ウ/ドにぶれば、前ナヲル絞 JJ を三~)!I; せず、受約釘が 11 ら相互.， 1三組失

lこっ1、~賠笛を清"，.，ると法的に1'"成し、ごめ培技を結l主jI豆半税法躍と I~J じも

のと '(1平R干するべ

ネj L(川 1GrWiL!t:-; ~土、ーんで約件~-~- ~土、白らパ ゲンしたところのものを]

に入れりれず、さら;、、訣受人L一同椋の木l誌をうえるべくオ的物の修理代を合

引 l したために~r:主主才色宍を被ったうえ、そ円相失の賠償を請求できると、ミう

Lor(: (~rif[ilhs ~主 ， ~til1f\\約束者;土、自らパーウンしたところのものを干

l.:.79; ー ~.Û、 3:， 6.3:!8)291 宅



(，;"'t;.: さィ1 られと~H~Î;: ;フ)

%吐い、羽占6ji牛込契約半例と建築担約半例の l烹l''1;、計摘されたが、ぷ旧日L土'7'

;iJGに委ねらiiJ.:， 方じ、物 ~;II~Æ送契約の II 的とヲるところは、物111 を返送し

て定時 bこり|さはすことだけであに昆 '1' で物品がi.\，，~9c またはJA悔し「も、それ

は)主!と 1~'がカパ する少こんの料約の巨内ではな 1." ，_，そこで、今!Di:ソの叶 II¥Jをか

れて、物ob(r) 附↑~ ~"支を肉眼;こする。つまり、物品カ滅失主た izJEl傷 L た叫点ご、

物，WIσ)れし有惟を有する人;こ紛失が生じると情比するので島 I~ 也ノりで、 it築契

約'Jl1刊の円的Jてする Fこ乃は、 J現仇のなし 1建物ヰ注¥)H"iしてiJI き，I~-，こ l であ

i)、沼尻のある建物を造り ;1¥して引き注すことでは4ごし」したド巧て、 4た J成し

た建物が訴し)J;j:t， '1却なのかを間わず、日分が~~~同をえJムったところの契約 0) l' 

「じがお克也れていない力、ら、 4手/!j争制」結!，j;'-jJ、子支担、ったi;.が、その似たのHZ

慣を請ぷ J一乙の iアおる

(イ)Panatown [2日D1]1 AC 51富山

lal [事実宝山32柏J¥-1c.-¥lpitl(-'!J i:gをS'1自負人である 原己主:.1円11山 Lu¥-¥'11 

以:.，'11円 c。、 pUl、t;cπ Ltd (l'CLi の子会本|であり、 Uneて111¥'estl-;-J巳nτPn)J)

clじcs斗 cl f Lll-'L; も uιL 山 'f~ご主:であり、ぞれ 1-) で Lncx 三?仕グループを形

f::.~) ていたべ 1989年 i 月 2 ヨ Pど\llatowll よ ~t.λ 苛と!て詰('，人ゃある九k，.\1

pl:'.~; との; ~Jlで、う〆プリツンにある m地上に、オブ J ス ピルデインク ζ~i

申駄を設計および珪設 Fる旨の ~t~lさそとJぷj を市'jjþli ~_た ~~b:ろさ利には JCT 原 f干

維711建築:!fl約リCTSt2.nG.D.rd Form o[ Bt:jlじ11'，[:"CcntrZtc-~ wiLh COn ，- r z，Cln~'s Dc 

~;1gn 心 981 l:'diリ();--，'l) に修立を施Lたものが地われ、契約叩TJ怖は五10.[-¥'; l~: 少

I~ 回るものであ 1 た

注と Fべきは、 1 ":Jぃl止、 l-' a;;:~t()W I1 (土 1:11守ヌクネ jレ プグラ 一日であり、 J土丈

苫として本汗契約を締結Lたカ I'anaυwnが本作目地を所メ1したことは 定

もな〈、 UI'Iが終始lげ1有 l"rいたという片、である}もう ".Jは、I'v1c-¥ 1 pi IlC土、

[';:;11れい¥¥，;'j ょの問。〉判T史的に 1)11えて、 T;;PT， ，1の間で汁当、主務副苦 (dιIvοI 

nFe deed. IJCI))を交わしていたムぃ与内であるわIlCりのも;-.-(は、ノ!-.:HJ!i

約のもとでの rv1cAlpi:~c のす件。〉続問 l却の向山1 に|均して、l\1c.'Upinぐが什理的

:一人れられなかったか九、その出 ~*::(n賠償ヰ l書」ぐJ きる ζ いつ J

日， A i!'rcd ，11('). ljlIi/パ~~'r;J1 .<;!n1('!i ()n Lld I' F'rJ1!(i!mnιUd l~:){江 J 1 ;'¥C 318 

二日誌58;円主j1)2Df.7 )的1
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な技術を駆使し、作意および配置することがなかった場什に、l!IPLは建築物

川有者と L-C l¥'lcAlpineに対して直接的救凶を取得すると定められ亡いた{

以;Dには、l!IPLから所右権承続人に設波UJ能である C'vfci¥lpincの承諾を得

る必'l'eがある)と再かれていたけ

なお、 Cncxグル』ブI'Jで、 UPLではなく Panab川nが体文者とされたのは、

消費税の光生を同遊するためであった}

1992年 7片お口、 Panau川nは1'vfcAlpincに対し、JIi'裁の通知lを送j王L、イ|

事のf~l抗と出廷を理円1に契約違反に基づく fH宵陥債を請求した。 1994年 7 月イ

口、1'vfcAlpintはUCLに対し、オフィス・ピルデイングの恭縫と欽口には重

大な恨抗があると認存したうえで、での取抗が本1'1建築契約違反から生じた場

合、 :¥Ici¥lpincには必要な補修工事を実施ずる責任があると自認したu その取

抗は訓市に主大なもので、ピルは取り壊して建てR直主さなけれぱならないような

状態であ JつJた P乃、;礼出叩4叫n凶a孔山山Lμ凶n汎刊川wnが請4求4した全j損員害賠↑償西削告領Eはηm礼川川nvm山l口山1孔川lリli(川¥S0川fp肘"川け川川》叩n口I川lsお

にy及えJぶ、ものであったっ

¥fcAlpineは、 Panatuwnは本件巾j也のトにイロjの財崖的示1I誌を有しておら F、

何の羽生も被っていないので、本it契約に基て九、て実質的なね古常舗を回復す

る栓利はない、と!ぇ諭した j この白に関L、l的4年8月12目、 1'1'裁人は中間判

断によけ、 PanaLO¥Vllに有利な刊闘を卜した。これに対し、.:¥..fcAlpincは、前

1審裁判所に卜訴したυ

[第 1審]第n作裁判所は、 Panatownに不利な判決を卜した。
[控訴審IPa山tu'，vnによる控訴に対して、控訴審裁判所は、 1998年3月J:j

11、仲裁人の中IUJ判断を認存1べきであt)、原判渋を破葉1べきである、との

判決を下した A

[貴族院] 1IcAlpincによる 1計に対Lて、責族院では、 PnIl810wnはJJJイI

も過去も土地および建物のlifi有者であったことはなかったというポ実を期111と

して、1';0的な照会賠償とは同なる実伝的な相会賠償を求めることをffじられ

るかが争点となったり

なお、 Pnnalo¥vnは、狭いグラウンドを下備的な主張として維持しながら、

広いグラウンドをヱ位的にヱ張した〉

2000年7H27口、 3対 2で、 l'¥'lcAlpincによる|告は認容され、原判決は破

棄されたり結局、 Panatownによる請求は棄却きれたのである日以「、各岬の

埋出づけを紹介するー

[181] 北法:18¥6・:;96)29日
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(b) [Lord Clyde (請求棄部(3対2の r3 Jの1人)1 ; ， 

① 一般法理に立せする例外である TheAlbazero 

投yJ、浬にx;j'する例外である T/u'A!l;αmη(手、社、民Ij (nllcl なの刀4、そ i!..と

も、当事朽の合図 (int刊 t，(11) に某づくものなのか TI，t'A !f;CUf:iにおける

L(lf(l Dipl();::~~ ~，士、法制ィ二荒川:0)[角]ノJ を小し、同品の l誌も三;ま Wt2 1朱なままであったぐ

しカし、私 ;LordClvd(<' 止、 Thμ 'l!bllZのち例外合、 d-:( ，~ c!: i)~，まされた'fK伊t と

じて吸っほうが、主際lu士、 そのよ与に号うていなかっトであろ，)"i 'j::昔のザ

疋された勺、凶からとこると L"C抜うよりち、主主主しい王寺える 1 イIth、iiflT3辛

苦がわざわt(市三苦のために以済をド目立したとすれば、彼らがiJに;， 1')μ唱され

た併比ジ〕効力争;JJfι ょっと吉川 1，7三 (~nreD(lJと群論っ;十られる そこでっ

さに、百~~'昔が例外の効力を持|除 L たか かにつ"-，-亡、契約のたJ}iが解釈

され会ければ企らない

日 Mωlι11.'>事例:こおいても、ド文二荷と請負人は、 111:1'}Rj.i辛が:Y5三首:こより，l-i

有弐れ断有されるご為ろうと知ソずお"、契約迂:Iが第 省に組手二本生 1:弐せ

るであろう介子見可 7きであっに、少判示されたし Lかし、その上うな子見可能

判 ([0; 出町2Ql':'1 、;も、例外をi昆崩ずるうえでは、不法な!~;.:実守あり、当事r，

，7) {í~三巧のためにする，i'J泣も不安である ;'n

Thc ， ilba z.げら例外[よ、 iif;主人 ζイ占送人が、伝送人との ~J;のJ:!::送契約と 1よ引に、

荷受人どの買のj主ill契約を節治干るよう企区する (;:untf:'n:pla:p: J荷台、 i也市

されない。つまり、まl より課された例外i土、~*~ グ)意ドjにより排除される。

L(lrrl Di[J]();::" (よ、主「つに注んで、例外!よ、よ;将!j(1)運送安約とは引の連込契約

明言iF'f.，~J の訴える 1差別)が椛結されれば、 jJド I~; されるこ判示し式。

;宝 lム担約(二五けね軒位以券卜i7)訴えゐ権利l当九るもれは、建築史的におけ

るお三話。〉由に請負人に対 lJE1.Y，P.者主主を請求寸る惇利勺ある「さ lコにM えば、

込、:こより71矛れだ例外を長"'T:'jる心ふう!、当初(!ii]~在契約とは '1;:1Jラ IE-:~契利が

必要であるわけではなく、泌

が存在すれば i分で，，?る山口

者C)I-iFJ民人会主に訴える悼:刊j売認める:児約条ZE

したが本1';'-iこおい亡に、私 ILυ(ι しl、dc) ;之、 iω巳引例外;二:i&fノq:;され

リ7 'ibid川ら之2ff

お tO仏l.a.t 5:-:;0 

:~ ihid. al ~31 

二日誌58:円主日)2Df.5 )只21
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ない、 l.l，+ メ~ .-"フ
- ~;p ..:1叫 j.ノ日 υ コρli2υ¥，Vl'.とI'-Jc1'¥lp刊にの契約 1のよじ〈iための111;ニ、

~.:I( ミ I I) :nぞに上り切のき4Ut) 合なわち任包義務主主吋utv ()f car ぞ de(~(; ， I)CD】こ

小J.目的担保 ~c"h;~cr;:; l 抗日!TélllllCS; 1;'対ばれる日の明らかな企|文:((:OllL:':llP;ιげりが

が認めわ 1し"か~:) -CJ;:， {， I.~U" 

く2〆 より広いずラウント

Thc ，'j fbaz!'町例外によると、受l:.! 行 l土似たを被ぺと第一 ;~'C;l:..めに約束千々の

現約達民;にE;;:づいご賠依存市〆!"す之 てしご、受約者が賠償金先取討すれば、

第 ι1:51 き夜さな ~j fLばならな~一

とこのが、より!ムゾ tゲフウンドに」ると、受約者は?出芭 Jイの対ッたj員失;こみ

えるものについて ~.~1!l:令請 )j，する し|て、受約省首、HJ1ィ;羽三千 ~'U呈しても、円1主

にも引き投さなくとc.;:.ぜ九円二ろで、ょ υ!ムいグラ rケニドのIII( は巳 2つの考

えノらがある 1つは、受許:J!Eは成"iを修椅 Lなりれば士ノず、 3円台射を相生

とと l勺える考f.7Jである 合うょっ iz 、受*~- ;-A'，:;自 lつが靖んだベ ゲンをま笥

していないといろ事完それ LI体プn民失であると'-Jる考えんであ之， I-ii 
私 ("!.mじにIyde) は、最後の考え方を池切なもの介は思わないー*1 :、損

失とは契約されたも心がザ吹されなかったよとによる失望である=すると、そ

の損失や f:~;却費 JI にか~-' -¥: ]平価するのは "J虻ごめるυ 則付されたも C)(f)損失に

問ヲる陪績の評価はむしろ、契約 Xれ止ところのものとこ供給されとところωも

のとの価値のた却である A 第" ì 、 yt.~ されト失望:ぷ i] 符成さ j したおう三;は、

結法的羽生、つま 1) 、羽目IJè~ 失l'l2が fr まれな 1 叩、も〆れなし品。妾の奈のよれ;.:'，，:

，J)惨烈十六古前f'l人と茨*'0したとさに 通{;uに惨珂きれながコたために、￥が

部屋会員廷でさなか 1 たこと立牛が、とが自らのm~たこしご詰{常ク l 占点できる

ような ~þi. 丈であ山、〉はいえない〕第コに、勝，.五 Ll- ，I原告 l 、 j売ったにお欠を絞っ

た品へ賠償令をづきな')すお務はと ν、とすると、被j-!j'(二一重に芋Uf:をぶすのを避
ける父、、法判;1i ~，止 11;'-:;w金が地LJに処 j]'- えれる j十記みや ~)Ij迄 !IJ 巳しなければな

らなl.t¥_， ムこで、日"2T~~: 'i:: ~t- 治 者(.:01~ i'l主す叉務~.'( Q果ずことがピ、!芸?になる " 、

う守ると、結局は 1 rhe A Ib，，';;;(TO ';;'iU札(近づ〈ことに士る l 第 4に、今1剃 j昼'X、

1，'υιd. ellロ31-53'2 

11 'ibid 川 5;j .l --5:~~

1~ H!'!ll円 t;lir1-xN1d，，11' (1 

4、;:.1)0'[呉 11 1(川氏整列~~c 

l~(n; 

D E.x('~"，- :341に打ける第 2恭平を参照のこと。 1-:英

ー ~.Û、 S:， 6.3:!4)'!96~



{，;"'t;.: さィ1 られと~H~Î;: ;フ)

ぞれヨ体(，;t、J罰失を引え起:寸ものであって、 jc安子のものではなし、川コ

事4干':!:ST-:(iが彼 'j身および第 百が被った桜;仁につい CW:'Ci貯を示。とることが

でき、彼自 ~i と治一言が乃!'ナ:に被ったm去に応 L て pg:悩 i立を花毛主にうf目~:Tるの

を汁 fほうが、ウノ~i ;f;) ごjf卜J守がl~論上企いい法律上の損失((\ th刊同~k~， l luss in 

law iを巨らカゆえったと構成したうえで、日 Lコのね夫こ hなすのであるから詑

刀:二院町主そヲ i主波寸義rきはないとオる:， iJも 耳~;1二(:~かつ実務付J な前;えがも

子レれる"うに、弘行川dCI y(lc) ;.::， i土みえゐ 弟者し約束昔の間fl;.，:>5宅約

関係が士いとの後iの虻与を法0{r干さない場合に、上記の評決lj{'L、'b:となるに

コま，)、凶におけるノフノク・与、 ~)ι を .\I~t:.)るために、 μ、7)"金約者え J 仁枝ヨ

tすと鴇一省のために活不ぢせるのであゐいそこでは、受，;1-)i3'がJ祈有"ていない:

}も、さらには、受約者自社 'J f経済的t"'l~J-~を被っ亡し!なしこ 1 も、まつよく司

f毛るといE:

(0) [Lord Go!f 01 Chieveley 請求認容) (3対 2の r2Jの1人)]

た ζえ;工 BがAとの|削'('cのために仕事本実行するこの契約ヂ部系ljしたが、
Bの仕宇に;r;i正があっと場合、八の[3(.::.t，J'"9るJ員百賠償に kるfJ:iJ右手段が右 t' 

とすれば、殺が1去b二おける異常ともし iえゐ欠陥である戸

-l;t :~、 l:';J には 以下の((;八三の質問を考墜Lな;すればな lろなし;

℃ Panatown fム一時でも開発用地上に慰産約利益を有していたことは在

かったにもかかわらず、 McAlplneの建築契約遼反に碁づ吉 McAlplneか

ら実質的な損害賠償を回復する権利を有するか。

一方じ、 u、A~pill t'山 L: ~l< する、より狭いグフウンドによれば 口じDの有

平下が T!w/11b([7.(;刊においていrdDip~川k によ I)叫示された例外であペむために、

:セ業認約し志づき~'{jnatcnvn が土質的な jJ，i需給院を 311三ょするこ》ができなくな

セだまだぷJを尽くす主要が志る o 1lli， 与さ、 Pan :1 ~own (7)ギ娠す

Thc ..-lluazCY(j (ごl，l';こLorc:Gt';fkhs (伊より利かされた、より広いグラブ
シ;に Eれ(立、 つ凡11川ハ丸山は、そ才しによゐ"1件占有7担えるこ!'，1.二 fよなる治仁 ども

るかどっか、

F 

勺、

かくも上記の抗弁 1，"を遊けて通ることが寸きる

，j:j '-'anatmJ'H I~O(lll 1 A仁川、'1:1山

hυιd. :'llロ3S

刊 'ibid川 5:i(-)ff

1" Lurd日cffは1】な (tl江p) と 1 ゐう :r-~g を吏崩ずる c

る九lu¥lpine;{j) 仁己口のわ~，-::fí':. ぐっニと

二日誌58;円主氾)2Df.:l 

?anatownの請求に対 t

)只4J



とちらがよりLi:ま L、、T7口一乞かを与えるために、

なる問題ふ訟がLなけ:f(ばならな，' 

治 1の問題U:，;11，<"コモ〆.1; '--C)d.，、埋である喫約i羽咋 :privil、ρ[COlllrnCL; 

刀、心生じ之もの寸ある コ主り、当 tf:1円し元従約を jjl~':jす"こトができな l 、の

当事Eがおこ iiに契約を強制する格引を与えるつもりで (ill~l'lld) 契約を

ち、第一;~'の fT期的な矧{-.)"

研市ノ

ま仁ワ苫のとつの )'Cc

、、

)
 
O
 
n
 
c
 
n
 

\(:叩山、 I:.: ， ioni も、主-l~'9;"こ，t_¥な，L

第 2，7，の〉向1厄止引{は1、才引'H:声ヒ以守f常i註2に!凋草詞1三込iする bヴり)で岩あ予る 3 つま り、 当事」主主j'が三苓事 Jι]-~にこ

干相J;一 凶尚fま

t約祉芥=稀不兵九叫結片J告， ，た場予Tに、 11らが被った叫F人かE立法込れない次長IJi;ずあると可れは

しむ、 (Lo:'(:CO[rJ ~土本?と日 '1 には 1';;説 Uiであるが)、ネヲ禾音の宅約違反:，，:t1'して

受千~rt'.}'(土有効とc救済手段をもた士、、こといなる λ ハ

よれム 2 うの判明な I町~.{;:に同庁 1 したうえで、

浦市Jj I 〆た場合でさえも、半ヲ;~の当|ヌ

l)UJ1!吋'1)L'ilit 

bcr! i.i出lとSlMarlins (.~お i ふる Lt'nl CriHilhs 0)広しゲラウ/ドを」七較する

物 1lL 同(子三〕同君主的な Rj約、それもとくに海干物 Tl運送:Y~f()i.::.J~いて以、荷

民人とt:"会人ωluly)売買契約に従つに物品;土恥情みされ、 をの船f言内山崎:こそ

の!りl有権:ょ苛者から後者へと移ι、寸るとほ;三三れるのが普述とある叫しかし、

Lu汽1(~ofr :立、

契約日司会子氏問の rめに、引i主人:.:j主送人乃 jjで逆送契約i'J結ばれると、引:主人

これご:土、去をj.¥T，の;!JI'有権がr叶受L培、運以人(-対しで;主ェム4KJ約を訟;[jlJできないI

人;こ移転した後に、物品が滅失または初俣Lた1息子干に、|出足!lが衣匝t-fヒするハそ

こで、 J)un!ot l' j，af!山'1'1ι、R，;il'、そのような成たまたは娼傷にう去市i主人に伐
乏人のために詰僚会~従 γる滑川之認めて、勝詠枝、伝送人が出j' ，;::人 lご常設イグ

を引き湾すこ kによ 仁、この問題に対するx私的なifi土を7えF し小し、
品川loj!l'ムIi!tIH:r!法引の欠点は、 u.:.::tに;町長を絞る!1士にではなく、売中;こ、

ノムシアテイヴがあることじある でこで、~~侍証1iJJ 比五年

決109211-.)がtr;J、子えれ、「ノ川"ゆ vr.(J!ithnl伏見:1'つHJr古は也端に減つえのであゐο

まとめると、 JhmlOfJνf，(jJ1めのす法日Ijば、特jeの状{見にiョνパ亡、事J約関係法刑の

LPまLからざる花誌を回起するとuうも勺誌をもつもの?あ τたハしド J 、JFr7;

ぜ'i{ta、部lといヘものがあるとす丸;工、 f)lm/:)tJ Ii f何IIW"ηj:'，..i、引は、{日15じはある

が、その法長IJの例外にもなゐとしう苅呆をももたらすものである。

ー ~.Û、 S:Ji'3:!Z)2962 
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(，;"'t;.: さィ1 られと~H~Î;: ;フ)

iむ1/.紋(幻 J1arlins における Lord じ~iEilbs) は、宅jれ勾I'!，問先立を与え ι

いるわけではなノ、第一行 i未:]拾をワえるた止に契約メ子治んだ契約当字円]]専

が~効な決済 T政令もつィ、きで止ると与えてしるのである、もLはさらに、た y

えば海上功lTlEEl主のような、特止さの -kiJ~に品川、て生じる特別な司窓 r してでは

なく、日常'I_l:jf:グ)1 の多係な;]!、況にf引、がこる 般的土問t41と L 亡 4"~ して

いるのとある lベ
そLて、 L();"(l(;olt ~土、つぎのように精論っけむ。不1l'C、日開f吋， J !引n

bcrt 法引をもモだすのは不il~i切であゐ ι 士ぜなえ;工、招来J持係が問題とはなっ

ιいなv'，かよずあるいつまり。 れl¥aLCWllと]¥Jc，¥l]巴mυ の簡の建築語気契約に

基づいて、 IIJJヲしに 1¥'lcAlpin，に.1ょする当該契約合読むける堵本村、与;;tノれた

かは l百j思とはなつどいなし叫4 らとあ{)ハ Fλn川市 n と ìvkAl~)il:~' 土、ロCD i，，:J;t;: 

vっき llPL に.\.tc- A~pi 、e に必ずゐ(ト記の提約を強 Hする権利よれは制限のあ

る}持キ1]をコ三たことから、明主長5百fヲ契約 iこ町、づ(;l.JIl'Lに九tc/¥;pi，;(に対 1

令契約冷強制する培利を与える定|叱 (inl~' はion) はなかりたことは刻 LI であるリ

lf~ N:() ~苧苦が受約者から第 苦 μ則並が符弘、されるごあろうこ 2を企肉

¥COnLc!.np.:.ation) していたかまたは予:;J， (rorc-sccabムlIL:)していたかは何の刈

係企く、契約当事詐が位茶話t~~ 号，':1..'ゾ l ノギ:づ主 Pとn 日 lOW Il ~= l-j〆たj正幸1]の内在が

H~lhl なのである いいかてれば、契約の中でr-i[Cl¥lpincが Pa:，，，h)¥.¥Hに約半仁

三「応fJ利治 l ま九!ょ「期待手J需 l の保変が問題なのである lベ
三込)で、 LordGcH (土、 lJ、いグラウ/ド引欠丹を存1]IH'べ〈検η?をはじめる「

方で、!広告が第三巧の財併の討たまたは損保:ニコいて陪慣を請求する F品会に

は、原 γ よけもむしの治 省がm去を被っ~こ νいやすく、 TI:ι l!!iazc!υ( 十3
ける Lcvd[l;pluck ~こよ}て特別な例外が発長しよ\白方で、本1'14)ζ" 、

ポiIlかN:E.i1IをL'Zジ:三fr-'〆)I出0，_1_¥こ Lまたは尚宏c¥'こ討Lて川事をさせたが、

被27が不版1Jまたは不地;))!d:rJ'をした場合に、土地(または動民 l ば第二朽の

所千てであるか" :":い Jて、 WJ同士従i主Lて偲約奇締結しト'1?:告が宵らの結ん犬

パ ゲンの不'X;:耳 tごついての比t償を詰J、寸さな v、とする .Imlllは見I_U!....がた

SI.Ma!'iinsこ討ける LonlGriHilhs :こより

)同1

似 -ibid川 544--545

1叶 tOω3t5'15-5e;早

川口iId.al ~-'Í G 

.，1:-'" つまけ、 TL (i..cn~ GoH) :'立、

l
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η
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叩犯山p円h
 
同l ワず引J4叩



研市ノ

明ノJ、された理由と主主uhに説得IJがあるとし川、たい〔すなわι、?十丈者l立長本的

に、十世グ))ifl有慢が第一行 i帰撰 1 ていとと、ても、立で司契約に基ワミ詰白人

から吾け恥るべき湾行を;:けはらなか~，手こ l を埋""として、当該4Z約に基っ

き詰L主人から実質l力なf民主耳目l↑立を受打取ωこFがくさる (J)"1.:あゐ 1:ハ

つぎに、 L叫 ::1GりH~立、 ヌIJ1，1Yiinsにおける Lい了dGrー斗h公 約烹7'i!.を検討し

たうえ己、タ定 (Lcnl バi:"f:tbS:1iよ、 l!(~'-'J ;:t: v ヴラ内〆入、を f~むけする詰Zごと

イ干'1不し工泊所もあゐが、結論U~) に lz lらいJ.;令いゲラフン1'"，t't~ 同;， J". ，tす

る1:'え さらに、 LO!Q Goff は、字詰l日こ川7~'"，，-を検lす，_;i":..うえで、イザ|では、

巡去に走二主たjJ例にもましし、約点者)こよる契約の履行Jこ対する受約者の引l科

会保認することが宣伝でまJZJこすゐ:.-<'

Lord Gori ~， J ， (1パワ;自占;ーをJT乙結論としと れ l:::l(川口;七利l:判断を下

した F必わら、 LordGoff :止、

いグフフン討に貸成Lたう三こ¥

日t.'-"1山 til1s) おける LOf(~ Cリム;!ムthきのよれ i人

より11::1，、グブウ J ドこ 4り!ム1、グブ内 J ドは

I，Jヂ{O)結論;?たど'}つくための51なる !l， 卜であると吋百した

DCDに基づく UIPlの McAlpineを直に訴える権利が存在するために、

Panatownが McAlpineから実質的立損害賠償を回復することができ立〈

なるのかc

Thc ii nazcro :'おける i刈 d')ムplocl、によると、目的物lごみjし捻に FI;革手取得

-T-0第 ずfがj宝J6人〉の関守、受約者とj宣込人の聞の;A託契約とはりじの運送11

*b を締結"ゐことがや|χl されるば on'L C' n:pla~c) 陽台には、，1約今月にけしら1ー

朽の1めに 1¥的特の滅失または掃傷につ， 'ての賠償を求めるほぞlを認めるべ

く、 D山 tlo!Jl' Lamかr!HJliJが迫rjjされるニとはないーしカ L、この珪11;づけ;三、

九1 i!iid. ;lt :，4'1 
.)~ iu;"d. aL ;:;47 

う Lun:C();f ~士、 tJJ. --(:-]ノヘし 1グラウンドに反対宇LA7tt況は見当スーらず、

ろ3央いアラウー/ドι反対ヂゐ干;比か政見されると hゐう υ

七 l
'j '---

L()n~ (;cd ~土 計約の履行lニ対する利益グ)保設はつt閃によって折小される

とν つι 先l列jとは つぎのもの tある ι Fast Ham CO;-Iηr Hn凶 rdSunlれ d

S':ms Liil [1966J九C，106: Rwl!i!1l1 Dc Frr1!)(!r7liル [1~17 7] 1 vYLR 1262; RuxlC¥ 

!':i♂ct0mics and Cf)山 tnμticnUc! '/ p，円'sytlι 立た16JAC ?， ;，; 

J prJ!ωto!m lつ(山IJIAじ518，;::51 
ihid. al ~;./I 

1，87; ー ~.Û、 S :，6. 3:!(;) '!960 



(，;"'t;.: さィ1 られと~H~Î;: ;フ)

Lυn-l 日 r~~'J~lb只 O')~: i)位、いグフウー/ドには直.;J!されなl""つまり、尚子1人がれ

二 J守乙の問で、 Jんまり巧と詰釘人の問の~t!t~契約と i よ iJ:Jの)3坊のlFl庇に間ヲる契

約企部総したとし 1う事実だけから、もとも」の建築:';".:1約におけ令請負人的汁丈

7T t ヲ与す之義務をなくすこ「はごさない157

さらに{寸7??るl iつの羽;17に対する 重の凹f主的"J掠性はな u川つで 2 

つのj-:t~ヨ h i-l、 lニ梓E:，二矛忌しない.，ま I1 、 LJJ刊と Pan:l[OWH はグループ戸]

の会千ァエうしあωから、主務!、二;邑の!口j似の口j能生はない かれに、二主の

凹俣の可取引占あるとすれば、 つつの芹訟をli工合す九(まよ v

この山;こ問し{印象法王子百!を学げると、 DCJ(})哀のf→;ぷJは、過失イ、;1、行

為事[刊に.l;'.'て、所有1容のij:()仲人に請負人に社一ーゐ契約にZをう〈救済やお.C吹す

{)ことにあるレ rる予誌がある 五.~f;悔の革担:ヘが詰負人;井JI~ 亡i0; i;Jc ， i、 u、

ht;うに恭ワいて建物のC~"，配(純待針済TH宍 l のと可:'~を請求しても、裁判所は請

求化棄卦dするか与である，.、 コ支:)、救済':;;. U1PLから月 :111.を鷲入した

氷結人¥，-D仁D(メl益手議況ときるよう仁させるとめ仁、仁1FL(，，-仮 i，~XJ.えら

れるのである つまり、 ;'IPT自身がわcn(た〆八、て訴えるこ少は考えりれ

ておら F、 UIPL ~i P;:;，naLO¥¥H :ニ託k えることを立せ7 ていると-~.えるほうが:唱に

恒ヮのごある 1-"

Loム GCoJJ (上、 1~2)の論点 t九;jる結論として、lJ仁lJの;(1六 lよ、定築契約!:Ri 

づ P"natowll のl\'fc AI1.~inε いだする.-;-~史的な損言賠償を l口 l復する世手 J行妨げ

とはならなC.とし

品

、dノ 結論

\fc~\lp汀れの l:.;11 主禁J-~P ~、 f'a:'J.a:.ownを時たせ手(

(d) [Lord Jauncey 01 Tulliche社ele(請求楽却) (3対2のr3 Jの1人)1 '勺

(1) 一般法則

イ 'ì 八法(_~iょして:正、梨約逸jえに;息づ:3ド】去に;H通 ζ、j以告は、 1:ょっが被"

ιんul.nl S::;S-!:;G9 

円九furth)'り行FcntrJ'e焔 If)istη口 Cou削 ι:1991: 1八ι19::s (1走:ド;~N

:i1l，i () 

o pti町lt01-l.'lt[2ψ01] J AC 518， 55~) 

ぷ tbω3t560 
(;1 ihid. al ~G 1f r 

二日誌58U;' :l~叩)2D三り

(2) "/':，:Siμ1 

:188) 



研市ノ

た ll\ ~o')it;夫についてい刀、安質的な担;77賠↑旨をId i主するーとカできな ν 、との

れi:，:f別が奇ざまる"ツ

狭いずラウンド

+，: 1:+~;_:.. J-口、て;之、 P~， llat I)W;; 炉の同町互主主ち ，t~00 (~従}亡、 ~，:kA:pi ，，~ ，; よっ

て[1'止のために以;Dが作成されたので 泊、 f.~T ~土自ょが慨 J たお矢ι '--j¥.，、て

しカ院町ふ請求むきないとの i幻i、別は、 J)附 lotl' Lamo，ハrt対外ほ ~U によ 1 ぐ、

おさかえられゐこし はない?;，主役 ;j~iÝ.1 し DC了)が完全 h 君、t-，z)込のずなくて

も、この結訟は変1】らな t 占

':，3) より広いずラウント

l υrd .J.1UllC門 J土、 L()r(~ C; l-~ffi;， hちは、夜 ~:~';n換「の抗弁に必l して、 1kいだ;ぃ

グラ rヲシ 1ベーよ"否定しfが、被告の市2の抗守，'--対し亡、Ji、いiムv、グラウン

ロ:こよ:'.~~定 L た、とF価するじしかし、 :"o1'd J aunc引[ム LorclG~'if立;hs は

侠しリムいグヮウ/トに依勺亡すコていたここ完成主れたスズ C、目らも侠しリム

いグニ，ウンた者支持すノ。ーなぜなら 1"1'.， 5'， Marli1!s事{刊は 1フラァク・ホ ルj

zドヲt 汚よ音/j:;-~!~告兇約 v こ抗 Jいて請れ人を訴えられな v 寸 qzU ，f、定物の

rW{! おである';;-r~----=.;{，.;ま何もブパ十取れ F、 己負人;正凶 lコク)契約i完乏の責uをi('，れ
る市11県となる事例 であるが L(wtl Gri[[i(l:~ は 11月らかにも受約苛が出償金

で怜立することを i~~:件として、Ip.;IIO):;古J:を託子やしているッらである

しかL、 UJP!，のがめの日CDμっし Iては、決し 1グラウンた〆同様i ご(1"， 
J]~ し、ク+ラウシ F 、I)'~し、グ?ウ〆ドモ〉、 rJ~¥ 、 rl~¥、グラウ/ドもプ守ι、，こも

"，ji!〆、 νミると jるJ つまり、つ実ドゲラウン VとiJH主t、よ1)ttいグッウンド
も フ弓ゾク・ホール l を日逃 1 るヂè~主的な )nとを模索じている。じたがって、

第 芋が約束有に主 "ιj主治手段を有7心 f きl二、兵士は第 担のおフこである

がを約苔グJj江主であるこみな~~ ，( -.'1約者が県債の目白を許す I1当な根拠は♀

(司、 結論

ドa，llaL.HYIlはI)い品目、しミグラウンド vこ某ついて見l院を止め介が、~:; ;ILを汚るこ

n:~ ibul.付I;;6:) 

6'3 ibid. at :'ifm 

l;'，ιんμ1.nl 57:3-57/1 

川山ιd.at ;'1γ4 

l.:.89; ー ~.Û、 3:，6.388)三九日号
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とはでさな1.， i 2 な)ぜなりぱ、 Pa，la~0\Vl' ~;全銭的治夫を絞らなか J たわらだけ

どはなく、 uドiは )C])に幕ついじ!当;→訴える権利を有するからでもある l円

le) [Lord Brownc-Wilkinson i誇求棄却) (3対 2の戸3 の1人)F';-

L，ye  K;り事n守山ilkirj'3υ11 :工、 j9宅 v 、グラウ〆ドにも、しi'~'1.、 r;!-: 1.λグJラウンド;こも、

賛成するが、 D仁Dに基づ¥UIPL 0)[同一援の市求~:;:: 吹いグヲ内ンドお Jび1、

い広いグラトノ2./ 1 に#、つくれllatc)'w:~ のポ世話オとに j 主命傷存 JI え てれや不可

古Etーさえt，~~)シ結論~ ，十ノJ

11) [Lord Millett 請求認容) (3対2の 12 Jの1人)1 "3 

一般法皇IJ

1'1 t;d})被った税，+;o)j"じたについてしか契約迂反に基づき出世清:じと主ないこ

の 1法Jよ、日則川1りlの必必、J要要七性:E:;は主、 J損員;失L の日賠吉「筒;円:~ (ωρ内内4ハ叶、

C あ ζゐJ1 る犯9 

ふ

¥ムノ 狭いずラウンド

二の 般1岳民lli寸 -c¥土、十分;一時 .o'.L1.， た例外がいくつ刀 ~r;iつする J し均し、

それらの例引のほとし〉は、二のいEiJと矛盾な'、誌にす宇ることができるい

dぅ 1 引例外i土、信託におけゐを ~l布は':2主主訂の技寸たお失にマゴいて契約注反

にt去っ主Hム慢をぷめうるというもσとあるむ J かし、契約直!メに耳っく損害Hkt

性;山求訴訟は、コ壬ン・円 における訴訟でお i'l、コ Eン・ :1 の悦点からは、

受託手こでが損失を政 J れず~ eなる、エクイティ裁判j~Iーが、契約乃和j主主および

正、1 漬~; i. つ~. '~~~4]をいて交益話のための信託則定として í~村させて v るとい

う'j1'j、lよtj与空宇Lなのである U

~ 2 0)例外i土、代珪人l土開示されないふ;人出被ったれj、について契約違反に

たづき凶併を水ダ〉入るよいうものであゐ μ 〕かし、 1Ufjl人(之、本人訂以ヲミt つ

い L 訴えて uると !Tzhオしるわけではなぐ、日 ~..~(?)j目先に~， 'て訴f亡M ると扱

ずれるのである日契約違以計{土、1(;l!f'ノ、とノX人(!i間的限引を珊111にして、現実

に発 lし什[1'.とがどこか主そ 人j (JLL 介よ :r~耳、ずることは司さ才〔なし、。

第 3 の別々j-(J 、そt'.訂告が';:::~C:;守から'';'，，:正物 cn減たまには損傷( ら

()hυιd， :'llロ7/1'-575

(;;-'ibid川 575ff

(，，} tb仏l.3t 578H 

(;~ ihid， al ~80-~31 

二日誌S8U;':l(1) 2D三7 :l'!Oj 
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オLナ刀、、知l者l土没者にλすしてY;:.買されるとの抗弁力引能なj品~でも、:z:i寺者は、

第てr(彼とき4約Lんが、それに迩!j(しと:Fn ご対し、 lよ 当該物111!の減:たま
たは抗惜について賠償を拍:1¥する惇AIJ.:;:行使 ν うる L いつものであるrつまり、

受';:~>r' ;..-第 者の売では、山右が7Ehな権l良を付'}L、受l存者にt;..肘r主権の

以夫またはt"LHjJ.;について賠償を治求する権刊を付手するつに交寄主?と寄託品。〕

1ft]"::.'は、各人の有する利五lLl二従つど却し珂三才L る.，ま

FιJ向己のf引刊;1:益 r桓えて尼う快1金手争ト?得手丈r一(:.;J-れ;ばど、奇正者にぷれ!A'1)き投さなけれ
ばなら士v、 L!r!.... 、これは、上記0') 牧民国1.に対する山、の例外ではない な

ぜ在 l勺{工、実約八竜反苔;こstする絞り T'i土、を寄者がrc全なqf[+.者む&)i.) 、白 ι，~

1))4'見交について慌.fQ:'t--阿保3 るからどあゐ J 緋かいこ:ろし土呉なるがl'，O、第

1の例外はお lの例外の奴jif:~.バあ之，t- ~.'れる J 両'j:f j刊どーも、契約当字音(受託

首、受で]~ .f五〕が滅失または制伝L1':: lH ~~i (j) ';"ii::. 0会j.i;j:有/i}'ゥはい λとしぺ事実は、

勢約涼反針C')責任の慌 I:JT~ピ>;~める fご?には、 JTTI 視されるのごある J

第バ 0)例外 l土、物川内情佐伯じっき巡り~ I..~ t寸iえし七人(立 ての減尖または羽
海のR，.~占で、それが詐で l 他人人議深されていえーとめじ、その↑白人が援失を絞っ

たJ晶台でも、 ff~~fごノ?を l詰求ずゐことがvごちるという内のでめる しか J 、保除

金百百七に巧:ょ当該物 jill~ に被保険本IJ がを有】 にいなければなムず、つまりも彼は

升該物品。〉共1-;"1iま式(ょ壬等主であることを，;@';:味γる その場{j'には、記 fの

呪札は第3じア)例外の延長線!-(あることいなリ

ヲーれではないとい λ ことになるム;1。

:一記の 絞り、刑ぃ対する真r.T)

V)， 卜の寸/し、のヲfYlJ:'こおlミミ ~'l ':=::': :-・ n ーは、 H~jAi1、!こ従いつう、':1.千j:f;"

;二 m~とがあ。とするこ:: \二ょっと、 l笥人の実務的な必i~，:/tl:とよぷ一投法J1I!を丙

.'LさV、がり合いがつく上うい L〈き t-u 7-~Z)呉の 1j:Jýれい士、 Thc .-'1lba之♂FO;':.. j:J 

" -C Lord Dipluじkl二;-:"j fパE自.0L.:J平君、されたとこんの 1Julゆ J'Lαmh円 Ii二五け

る ú~、日 '1 であ 10 すなわち、他i主人[土、返送中山返送l!?!の減たまたはお均に凡通

て、 ぞの官接iたま t'u~口傷の 11'; に、その所七十主iイ'~J .L主人からイ'~J 五二人へ!:f'字転Lて

い fーとしとも、運送人から見 if:与を Fil1立す心こ〉ができる ι 本法刑(立、運J:~梨約

(こよって排除されうる J 、また、jIif'二人が己ら訴えることができるf晶子7(こも排

，/:>百五JEは、事告 長に汁[':(J ~;f えることもでろるし、そ2主や 1〆て説

者 :.~}j' して訴えさセるこ Jてもできる

71 ，Uιnatown [つぽ)[J1 -'¥C;;18 日，1只8:.

ー ~.Û、 S:Ji'3SP;)三丸山1
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l議されるc 本法"i]がj産出されるj品/7には、市送人はy;;r'よ人に対しすlベのために凶

促手れた，，'償金を日I~， i!見主なければなら JL い

Lord ¥Iil lcuは、 LorctDiドlock0)判不合母親 L て、 !.~d却をつぎのよう i:1'# 

本法則11法口 'Cあり亡、却去Jに某1遣をおくものごも;j:く、鋭的の肝机ヲ

万三 9 ω 

こf立抱dるも<7)-rもな， 'コ当事告は、二2約によっ L、 般法Ri]iニ対多る例外を

作 1)JJすことはときない しか i、伯訂 C、古l'1~' は、契約によッ亡、可抗の

i色沼1(11]除 Tふ二六 l土「きる 1，:';

さて、 D1tnlo，Dv Lumbu't法引が、 St .Al(川山s辛切に通民さ:('J:..さら(.，::( ，え

ば この凶川の射ぞうミ、物品;中送実約かlろ、 ?ーピスぢl、治安ヰノJへと]C大したU

しかし、このよ々に完!碍ヰiJL人ちせたことに上f)、 このい民ljが異なる点的状J兄

( :適;r:されるこしになっ l~() 方で、;三送契約~エ討にfJ V てl土、契約関係L!、円']

があ .0/ めに、~-fJ ~与が生じゐのごあるハつまり、従来J違反の時点で Wi有首であ

るお三者がl~去を被うているのである c 'ftl~方む、 +i ーピス捷供O/~約 ~.f引におい

(は、三え刊所がj辺学二り祝念をはなはだ1く担、く断Jするため仁、刊誌が生じるの

である)つまり、限庇ある符t1Jま止は不完全履行からλ! じる損失は?歪王、サー

ピスをけ丈した当事与が被勺(¥，、る(!)';ごある

またも hηlot 1.' jべ川ue;1a、問(よ、 J)，p'!inglο-ni5つYOi-igfJ Counci! l' ii"ilt油"刊
~吋II!:'ntLid [19~r~J 1 WLR総事例lii--モ迎)+Pれλ。ノまり、この法制の射併が、
在 ~t~:ÿ::;;;~ の川出(""土建物注;とず/戸財;+:!りl 右守であコた事例か与、最初か三最絞

まで5A:i司)-::'t~-t，;.ct-J' rrt.所ノら長ごあったことはなく、庁f1lf警の移転のな v 、事例へ

と拡メ、たじめる、 1 かし、 干のよう iこ射校》日立にさせたごとによ η、この辻、

民 1]が見なる法的状))2.に適)けされること:な〆}たうえに、この法~I]の氾JI]恨J叫が

うえ jfLするじ自可決!\~(.こ雌刑されるこムになり子 方く下、在三品の，Ji有者である

荷j壬人少辺美人との河で、 j正日 :11こ権泊、を承lli する;~-~三認のために契約を締結

-ibid. ;ll日82

ib引よ nL:382--583 

1t世史学:;~i ，物lHi運ユぷうと約》ザ ピス促供与さ判の中間にι立与当ずる契約 ζt' 

える、それは、 i 紘~.:'::I場:;，I1Iしてザ』ピスをお1イ:H:ずる契約でめる :lW収める履行

またはィ、完全履行に;， i')牛じる損"を 11!;!1刷新有苫のみが悦;，"(止さ J、そのfl

事芥所えし、その lに.t，':子支払うと約M[I た i;g，~拘 tゼ丈~ ~.止まったく有ノていない

介 Lよ、 ζてもどえらgない。

75 ，Uιnatown [つぽ)[J1 AC ;;18.;九九;只以

二日誌S8(P;':l8:J) 2D三日 :1')2J 
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合るとみなすことと、山J)で、 l地に対して惇ネをもたない建物H丈者が建物

詰白人 ζ の問で、説ごあるかが判---:_-cおり、彼11らが契約モi布告で主るどあろ

う、 地所白者の t めに突約を締払するとみなすこ'::1、まっ工く号I:C-::こjてで

ある日これ上うに刻症を t:J、ノ\さナるトすjι;王、イメ i"， Qij 〆洋与を 11ヲな権 IJf~の本継人

lこ対処 d る必要注との結びつきはなくなり、所有惇刀、移転寸る~:に起きた契約

違反とf去に起ろと契約違反の:il;にめ令、向クλJこf{、tうする;入出ljt乃効果11"消され、

この右主主なが、rlj の直月される兜約:.::':、、~H))l、われl:"})、日:jc:;恨拠円三もl、なく

なるのじある"九

本件も白川ιhtgio作:;:].f午と Iμ]慌の t'~己ご￡るが、私 (Ln九1 ~\'~;llrLL; は、本 :1、

民11のぶi1への旭}右手 l 当{じすることはr1i:!パーと考えるじ寸‘次長IJO)代j'l"、山地出
し之、 DHni:Jtv L:l1nherl辺、江] それ自利 r 般仏日IJの例外とおるが の射利l

を、模原のJ主主企人を ;11i えて、 l~，j' jÙ:~ に利 ~j~をもコ人品、ら lZl訟に丸l しても {l!.，)、 F る

ことになるつよれでは、とくに似i手の滅失またはJ員協につい亡術情が請求され

(いない場南では、例外の広げすぎであ入 ~I~ 法民 11 チ捨て去ぺs C)仁近い，" 

LかL、私 (J，un;¥fi:le'τt J 之、 ぬ Tlin，:;tol:~止決が間違いである少は断定し

がたい"古告人は、連初日丈主力、i主;君!折イ:誌でないニムそして、ぞ山 1 事は

江主計れよなく吋有汗のためにJ-コーされるごとを卓司日してし;た J それにもかか

わらず、その l事:よ活物注文主により所右 3札ていな t，-:池の~:. t-~_ 実主主される

ことを記色人也知lって v れのであるから、彼が:貞ノ工を負わないとす札(工、それ

は小i:íであるー紛って、法物作文おに 1 1'に院する祷 J~_、がなし ι ことを l請負人が

:fi:っ、いたかどうかによって、話r;人グ〉責任の有↑l了が決まるとすれば、それも
理解Lがたい 泊貴人民、古通ごあれば、 地;ニ建物i十文省に帰属するとJ並浪IJ

L、トi':.'が針/

日むな訂-，:，日書償<7)責任が '1 じるこ推測~-9る Lかし、活気人;立、安際には|地は

第てrに吋罵まると νう11-;1二に多少興味f子もつカも Lれないが、そのことにぶ
り両分が免責されるには、読も 弁設す会|注uミては り、わな¥'， 3_ -勺で¥)、町、

在、 (1心 rorvliJ:ttt) (三、 IJαrlι叩 ron官民および本刊のよ)~、守T ヲ';;手、 iJUIl川 Tl' 

LUInνrJ法則とは引の1::) J一、い法;埋めqrにF':置づける必要を感じる 1ヘ

Pa町ltoum[2ψ01] 1 AC 518 訟は 585

tO仏l.3t 585 

'i:; ihid. al ~8!J 

ー ~.Û、 S:_6.384)'!9J~



(，;"'t;.: さィ1 られと~H~Î;: ;フ)

，~t J古いずラウンド

ほの企図する \CO":仁川 platio:-.) ところごは、 J弘元￡契約 ~h!二吋ーc'スの支告

者なのか、建物仕え者なのか、それとも、 地を再?右す一る建物所七言なのかの

1IIIj (íレも受 í;R~円であるニトは :IJ~sか"斗}

51: 1、グラウンドと Iム C'グ7ウンたカ I山]ノJともと!:iてはまることはなく、イ主主品は

っす J? の og; ~Jfr ふな "h:U唱とあるわけマもない Dun!oþ v Lam!;ert i1~1;1 11 ~二 院辻、司'1

~tJ'-9 -~) け品多王将!二 fj 例外であふが、 Lo;<d C;"iifill刊の上り 1;もいv、理は :Ii]'，t 
i去員Ijそのものであるう江戸 4グ')c'J:" へは， ~í士いグラウン V(，こかえて地射される

わけごは:とく、狭いゲフウンドに?にぇ亡週qされるものごある 1約)い

広いグラウンドは、去り20ijドも前に井:牛刀、判明および千弘によりを 2;íl~:こl支

け止められ、づえ長 Lてきた。私 lLけrd:¥-fi!l， ~U ¥立、今こそ、京佐|完ァデ争認を

与えゐべき時が来たと Ul う 19~

必 注文者は修E遣の実現を意図し者ければならないか (intend)。

広いグラ内 J ドrよれば、町A~ ~- ~正 U~才のtw*、 l っして~J': q支持日復すゐのであ

るから l原告企明日 r;~t金を事 者 μ引き渡J一必要があるかムう vや、原告が憾辺

を実摘する契約を出H結ぶ!O，'ιがめるかどろか;正、後 にんlずる石求心泣 J了ご

しぐ安ぶされないと考える j せいぜU イャf::J併を判断する I;JJ坦(二 ~1-- t~" !~~いと考え

ペ;;;

DCDの存設は請求の障害となるか、

DじD 工、て主として、[足以伝的物(!HW;;:j帯を!Ix.~í干したj手続人の公求を満たす

べく R言|三:れた 4、のむある， ，I!: U:L むイ、1'"守均出(早川 ()llaT\'r;;~ V，:;--，lT "'flti\'~) ，J)普及

(ニ、 19DC{:-ご、貴u;;:院が、建築主主的。〉当事告でない地 色 とえ:三日8':;約 Uj

I¥I但涯の車悩 によゐ目白人 l 対ずゐ j由工:ィ、~)~Ltt( まつ f、純粋が治おう三:7)

;騎f員長者7芦を棄却Lたことに、ず査を3をするよへそこで、 i':;丈在[立、じ的喝の所

有ほのノペ継人に討し ζlバ4、所有ほ移4ム佼にヲ3見当れる仕ヲグ')J~l抗に閉する契

{叶 irid.ztt fjt'.7 

討。ー品ul， nl ~O'I 

In ibid. a1:滑り

汽~ iiJ:"d. :'11 582--59.3 

:1-1;:1'ψjりむ lh口山'oodf)日tyict心川町il[1991] 1. AC :~08 (件、指IV 呪i{'，詳述人

13，'1 i上人主 巧有者の場合には、己よおから後}こ目的物内所有権を紘ヘ Ll::.:it 

紋人を計寸っ rr丈-{i宇Nifi 1}{~ ~I) J勿今には、 IY;'為者刀句伐に日i自物心IY;'司怖を購

二日誌58U;' :l~沼)2D三3 :l'!4J 
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約 J")訴訟原|対を与えるために、この{す|川ifiFiIJt己保<7)長;}:(を相IJIIIするようになっ

た。しか:、詰白人Yよ、街f市IJril<に担保をよるプ iけてはなく、 1王J6義泌を果た

T c~: ri# (.j ii-うだけである な"'/ならi工、請負人;二、以前C).iM:!Jとれ法行/九古ノTを

枚りするど(Iてあω均九 ξあるべそLて、主主制佐人');11ノト判明していな、、ニトか

っ、まず、 JQ伝を同i，lJMに初来Lたう去で、 つ苦;こ、そのJ口伝を苅 {-J釘かり承

継人へと議i!3:"Jる刀法右 tf，;-liされた〉つま丹、所有F iらがw悔や行使ーすると
いうこ Jは想定されて'.'，ない 川n~\'nil、;nl(': な Fならば、所合者は建県13約

ーとのより有利企訴訟1土凶を之、っているから Cふる l日 IxG口

本f牛にそくして:j~~i::;' -9 * L i工、契約当10者l土、
と十分に :;，~， ðl<< !" -c t.込た ..f:ろピめゐからこそ、

PLが建築牧のE'i有者である

)C;) iよ 1';:0凡f(JW; と(}):fiJ--C-や

はなく、 l~:rLυ の何で結 :X;!'\し丈のである~か~， DCD:土、 I;;PLにでは

な〈、 ['lfLの牟継人にJ訟原以を提供「るために結(fhiのマあるつつまり、

IJlb，と吹紛が IIlI'Lからポ私人に去さ認するまでは、 1' ~;naU川 u が凶常どおり討

祭契約ヰ強制守ると笠定えれて1.-'/:"はずで£る (as:;l1tllc)へ
y旦審u.、 日CDが為るから，'"1， ¥ ~て、発今 c，l::j員 if:J'9べて、 DCflにmづき

LH九に J って日 r~ されるべきであ ì) 主薬契約!こ恭づき Pan3 ， OI-\'l1 によって

|口11豆台れるべ主じはないrfの，古阪¥iiILerlLio11 ぴ奇ノを正;阿'たごとにはなら
ないとi'IJ~ 1-， /: 弘 C.ordIvIillclJ (上、川令冷熱および!っjf三事のこおれ、こ

の;~書 (T)判断いは仕成すゐヂ 〕かL、mr:審が二jjド?干の京国(~nt山 tion) (1)~ 

t ;こも三十 Lして結;阿を導Il;1した)とには反tJでめる行

すなわち、広， 'グラウンドは、航ノL'~ れた玄関 V 市民1011) に君づくものご

人した-.ij，、都人をおヲ c 本fiは、役者 (7);持台である「

刈本何十訳託契約l止、 :¥1l1Fi!l山乍引がu、土了に卜げられたf足i、かっ e ベtAi，IFtins 
判決が出される11どG、締結与れと 4なわち、 ，¥furtln 'I'IJι誌が、治 主の 1高賃

入門事了すみ迎火以iI、行為;ーたっく純粋経済J員九:の暗t-;:d古ぷを業訓!L/"/:"め t一、
日CD'/)必l記ザ1';，生じたのであるが、 Stj-ianIns判決が、 i主主1竹内請負人にi二

台る契約注反に基っくお二者の損失につい~の給量請求を認容したために、

以;，)の主主性が尖われたのとあるじ

MI川匂事例

1民G/00/2]

1:'') Pa山 to!mlつ(山IJ
S7 ihidιII ~9，'Í 

不牡i主導契約締結

1080/1:ノ02

I AC 518. 5~r::;-59{; 

日i.. ~Iurii l1s 刊決

I9U3ノ07/之三

ー ~.Û、 S:， 6.382)29:J2 
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はなt'0 ちなみに、吹いグフワンド(立、推定された斉1'" (日 cminrJに基づく

ものとある なぜかと νぇぱ、それは、与さ的関係日日:Jcャ対寸る 1つの汎舛とし

ての解主主とあるからである それは、偶然にも、乏約者をしてれ 音のm-;!，と

につき均 l償を;j(ダ〉心こ少を九T'，こルになωが }しかし、 rK'"，グラウンドは、

校契約法理に悲引っけ c，オしるものであり、契約 i羽:;<1、法理とは布での↓~;J.つりも♀

い J つまり、契約U)当守:;--(i .，-;ある原lljは:I身の出火につ弘前債をごとめ念のじあ

者がし叶ミなゐ取:)?-;;.めなしょうが、!炉、fTtは関係なく、 l原告刀，t， -~~約

}こ恭づく権利を{ifい去ることはできないf さらに、斗身のお失を征伐〕たj京工

そし{、狭，'クラウ/ドとぜ、し Lグ

り、坑

iz ，泊三者に暗償金え引きi従i必要ちな1.-'

ラウ〉ド手話~I-:;j !〆て地!tjず;?， 'lつは)1当初ではな v

DCD (7コ真の重要}:'Ì~土、引の少ころにおる三つま :i 、第一者;訴訟 l忠岡をヲ

えることにより、 :ff:.tJ)日復。)可能十が生じることに J士るれ私 (Lcrd.¥LEett) 

~;;， 1 'a ↓ ι~own の請不が ;)ι 口のヰ により叫徐芦れるとは考去なし、詩人 1:II立

が D仁Dに基づいて LIら，ir，え山た場企仁は、 i¥:，:lO¥VIl (i')請求;立中 lされる〈

きである少 Eうハ"山、かえれば、 i9i干】音が自ら訴えiHておら「、話会人がi:.t)( 

名:ニP-r¥f言jごを支払う心とによってl??イi訂グ)涜求も;前比することをJ♂ J ていた

JJ会合にはじめ γ 、 ì'T~_;ι 干干の古川設の続行が守十与才しるべきであると日う叫汁 iと 11の

股行不:J主主{よ所千?告のflj]a託子:7:吹寸るものであり、;-1-:文どのj[1たは所有占のliiうた

をiEヨえっ方しないと守にすれば、杯、たされ{)新口、も克服される'，:'1

結論

p~j r: nlüW'-: による子絞り出犀 1 ， '，:お i'J、

(;IPL三、自ら DCDにさきさづく付狂的かっ不利なjむri在

;]eめてし泊三わけ寸はな v、 ;;)、 I~!~ を併合7山記長もない L 、訴えの日立 l、げを製〆λ

P弘 n~I:(lW Il じフUIPL (よ

¥員;

本{~ドてーは、

I~dくを J辛口?ノて L る

Panハtown に k~ ずるお償金0，支払い含る ι要もないじ DじDに宅づく「品求は

により z前 jj~ ._~るとあ λ う

ι[， ¥i ，nrd i¥-Ellcll; (土、控戸「ふうきj叩する:J 

(留I[検討]第 l 帯では詰白人/戸勝w手し、抗山詐ではさえすi が持ijr~L、杭弓

t'1-tJ~:u: マは 3 対 2 "C'~考子:人がお詳した J

~1961 

SY -ibid川らリ4-595 

0叶 tOω3t5:)5 

リ:) ihid. al ~9G 

。
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研光ノ 1 

まず、各卿0)キ振を概柑しておく レ

Lord Clydeは、狭いグラヴン 1をとったうえご、請負人を勝たせた}さらに、

狭いグラウシドは、法(Jaw) に基づいて認められるものであるとともに、約

束1¥.と受約者の自:図(intention) により排除きれうるものであるとよる。つま

り、狭いグラウンドは、原告は自ら被った損失しか賠「告されえないとの 般法

則にjりする、法によって認められた例外であるが、それは当事計が第 行にiJ

L別速の救済を 5える意閃により州除され、つまり、斗事者が第三者に対し

口じ口に基づく救済を与える色、凶により排PiJ~されるとする。

Lonl Jauncc . .，.は、狭いグラウントを明確に否定することなく、同時に、狭い

広いグラウンドに賛成し、広い広いグラウンドに反対したのしかし、口C口が

あるために、狭いグラウ〆 1、が適用されることもなく、 lムいグラウンド (j士い

広いグラウンドも、広い広いグラウ/ドも含も)が迫附されることもないとし

たうえで、請負人を勝たせた。

Lorcl Brownc-Wilkinsonは、狭いグフウンドも、広い広いグラウンドも、と

もに賛成したu しかし、 DC口があるために、狭いグラウンドが適用されるこ

ともなく、広い広いグラウンドが適附されることもないとしたうえで、"古負人

を勝たせた{

Lord GoH ~，土、広い広いクーラウンドをとったうえで、 iゼ丈占を勝たせた。扶

いグラウンドは、契約関係U、別を克服するべく主張されたiLBIJであるが、偶然

にもm't-~j";償法見 1] も立!]比してしまう法国1]であると位置づける{他 }J、広い広い

グラウンドJ止、契約関係II、日Ijの克服をH的とするわけではなく、履1，利拾を保

護1べき有効な救済F段。〉虻供を目的と1るものであると位置つける。そして、

本件では、契約関係i1、則が問題となっているわけではなく、つまり、当事計が

そ約者から約三者への則産の移転をや岡I(conlcmplなlion) ない L下見

(foreseeabil ity) していたかは、まったく鼎関係 Fあるとする。むし巧、本件

では、約点者。〉受約者に約点した履行の実現が問題となっているとする c

Lord l¥'lillettは、広い広いグラウンドをとったうえで、注主計を勝たせた{

物品逆送契約事例においては、契約関係法則があるために問題が!!じるのであ

り、つまり、梨約違lメの時内では物品のlifi有者である第 告が樹失を被ってい

るのである一そして、この問題には、 Dr叫 lοtvL叩 rherl注目1]が適用される。他

方、サーピス供給契約ポ例においては、 fH失の概念が狭く r~;í，されるために問題

が牛じるのであり、つまり、取批ある属行により発牛するj買うとは通常はサ ピ

[1!)7] 北法:18¥6・制l)29:J()



移転させられた相矢印)

スの注文者が被ってし、るのである。そこで、この問題には、!ムいJl~ l、グラウン

ドにより対処すべきごある そLて、狭いグラヴンドは、推定された足図

Unlcnuon) に基づくものであるが なぜならば、契約|掲係法則に対する I

つの例外であるからであるけ 、広い広いグラウンドは、推定された起図

(inlcnlion) に基づくものではなく なぜならば、契約|掲係法浬とは祉|勾係

であるからである。 、 般契約法却に基礎つけられるものである{

つぎに、本件における問題字蒋埋ずる。なお、狭いグラウ〆 1、とlムい)ムいグ

ラウンドの比較を中心l二枚l甘するの

市Iに、l世 、狭いグラウンドを本件に明確に適用したいrdClvdcによれば、

狭いグラウンドは法に基ついて認められるものであるが、そのi自崩を契約によ

り州除「ることが叫能である。そして、本件で DCD均三締結されたということは、

法に基づいて認められる狭いグラウ/ドの姐肘が特約により排除されたという

ことになる。

第 2に、広い広いグラウン lを本刊に適崩した LordGoHとLordI>.Iil1cLtに

よれば、物品運送契約事例とJt染契約宇例では、問題状況が異なるため、解決

)Ji主も異なる{物品逆送契約事例においては、契約関係法則が問題となり、そ

れを克服すべく狭いグラウンドが適用されるυR体的には、契約関係U、則があ

るために、第一者の所有物であるi亙送品の滅失または91t日について彼自身カ唱者

慣を請求Fることができないため、受が01千が第三者のために第三者に生じた損

失の賠償を145求するのである。他h、建築契約事例では、受約話は白らパ ゲ

ンしたところのもの(腐れ利柱、期待利住)を受領しなかヮたことが問題であ

り、それを克服寸べ〈広い広いグラウンドが適刷される。具体的には、受約者

は、約束された!溢れを受け取らなかったというだけで当然、実質的なtH害賠償

を回復できるのである〕そして、本件で DCDが締結されたということも、受

約者が当然に凶行利訴を保護され、実質[円なt>i害賠償を阿復で主ることとは何

の関係もなく、受益者が自ら被ったjn'去につき日苦悩を回向できることには何の

彬響もない{

有'53に、狭いグラウンドは、受約者は約三者のために彼にI[じた照夫にッき

片;';償を阿復するのであるか旬、前官は後.r;'に同復した見-;';償金を引き渡す義務が

あると与える 2 他h、lムいU、いグラウンドは、受約者は彼自身にI[じたliEたに

つき恥慣を阿復するのであるから、第て?í"に ~i'i償金を引き i度す義務はないと考

える。勝訴した原告に現実にj買うたを絞った者へ賠↑賞金を引き減す五二務がないと

北法S8(fi.3i9) 2949 [19S] 
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すると、阿'1者と後者による一重の訴訟のuJ能性が'1じるが、これをJL;¥tリムいグ

ラウンドがどのようにf評決しようと Lたかについては、後述する{

有'54に、約三者に'1じた結果的損失については、狭いグラウ/ドがするよう

に、第一計の損失と件質づけるのは科易であるが、広い広いグラウンドがよる

ように、 x-約者の担うたと性記づけるのは川難である。
第5に、 StAlartinsポ似lでは、受卒J行から第てfi-への日的財障の移転があっ

たが、 Pα削lοunl::P-.例では、円的財産は、船'J)から最tままで、受約者に的!且し

ていたことはなく、第一者に帰属していた。狭いグラウンドが、 StM川t，山事

例だけではなく、 Pn削加川事例にも適用されるとすれば、その4押 l!を大きく

広げることになる しかし、その射程を大きく広げることになれば、 Lord

1'vIi 11 c IIによれば、財産の本継人(にとドじた損うた)を超えて、財産に何らかの

利益をもっ人(に生じた損失)ならば内在(のtTi失)に対しても広げることにな

りかねないし、また、契約違反前の則産移転の事例と契約違反後の財産移転の

事例。)区別 問吠に依存する区別ではあるが もなくなる 3

第Gに、口C口について、狭いグラウンドは、 UJPLがれ位「るべく、 nPL

に直に与えられたと与えるので、 UIPLが被った抗日失について Panalownに陪

慣を))eめる権利を認める必要はないと考える j 他方、 DCDについに広い広

いグラウ〆ドは、仁IPLから財産を承耕した話が行使寸るべく、 UIPLに仮に

日えられていると考えるので、U1Pしが絞った損失について UJPLが口C口に

基ワいて訴えることを惣定しておらず、仁IPLはPanalownに訴えるのをtrせ
ていると考えるυ

第7に、 DじDについて、たとえ広い広いグラウシドが前Gに示したように

考えたとしても、 平の訴訟が現実に起こされるのは防ぎょうがなしLそこで、

LりrdGoHによれば、訴訟は併行されるべきであ旬、 Lord:t' ... IillclLによれば、

lIPIが1'1ら#え山れば、 Panatown の詰>k~.土中iIされるべきごあり、 UI ド l が

自ら訴え，'1'，ておらず、 PanaLuwnに訴訟を担当させていたときのみ、 Pana-

tOWIlの請求は続わされるべきである{

有'56とtt57をまとめると、狭いグラウンドは、実体法人会約者またはお三

者のいずれか 1 つの権利しか認めないことにより、~:If(の同{互の問題に刻処し

ているのに対し、)ムい]ムいグラウンドは、実体法|、交約者および第三者の 2

つの権利を認めつつも、訴訟法上、受ギJ::(i-および第てJ干の#訟を併合して 1つ

の訴訟しか認めないことにより、または、受約者または第三者のいずれか iつ

[1!19] 北法:18¥6・:;78)2948 
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。〉訴訟しが認めないことにJり、 重(7)但j伐の問題に対処してし '0，

第 8に、 L;)r(' Goff :-→よれば、広vゐ広いゲラ 1):-ドと狭いグラウンドiよ、 16J

慌の結晶(，~にど 7 りえための択主るルートであ :J 、 L ， ιd "t<，:h;J cllによれば、こ

fしら日コグ〉グラ"ンド(之、 ]lhJhが混I'Jさh ご治Jト目されるこ炉はなく、サu'-1iが{吃

苫(7)悲拾をな?ーものでもな\、 ~'J 苫;主役者に川えて r苛目される令のでも在く、

しカ、前Kは役J?に代えて玉虫)甘されるものである l

盟国 学説の検討

日 Afoyiil1Sム Ji止の位iえその許釈の'1'でL?--T. unlclll ¥¥-';111町， 11M弘前、設よは

[ムいグラ rンドをお、迎されるものと汗価したがよ"'、その後円了;えをみグおこ

つJ

(1) G.H. Treltell!l:l 

TI'eil(-'lオツクスアラードノ¥学教ほし士、 p刈 {<11つ101!以判官央のiヨ段、 それや'Jt判

ずる♂17、え発表~，/. ，、J，I、 ぞれえ紹介する (久を~~ヲ〉七五 Bを去約省、 Cヂ

第一T'i:'9るJ"

Trcilcl投授によると、 FaJlelhι1-11!~，判決[工、 l 契約 IC~慌をおく (cc 叫ご 2.C~

b丸山引」もの f、l同i右rふつまli}t(prcj)t'rty-Jn批判いをおくものTはないつまり、

CC)HEとにつき Eが詰償を治氏する権利は、 i¥こBの宝l叫じnLcnuo:'J.)または

企図 \Cり ll~èPl フ 1ati，);;)北海をおさ、扶百 Fれば、役つの問の担約め貯羽(h 士七

械をiさくものであるじさりに、それは、 Aがザ」ピスζLて犯供する口a0q却の

!1' 1 有慌が日から Cìャ移転ヲる可-s~件に i同リ♂おくも(l)でもなく、じが九に対

て[宣にj年刊奇得なか Jたことに基礎奇心くものでもない i加

|司教授は、さら tこ、 l契約 tこ某淀をお ¥j アプロ ザを検討宇ゐ口つ主:)、

これは、虫色 i土他人のH~呉、こワ主成法をliTINできを 1 、 ζ の 校法見]に対する例

り1 (1994) LlO LQf.;は ほかl、(1009! :::J LQR ;-l04_カミあるの

幻 (lS:)S)11，1 LQR 5ワ7

リ1ihid. al ~29 
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字、としてとよん lコれる。 しうし :uJ~i:に、これは、 iíll.f. 校法則はO/!!i:;;当事者出l

の合J当によって追吏主i[. ;"Jると νっているだけともとれる 1たがって、 l契

約;基誌をおく J rブ" ーずは、 C O)JA 去にロき Bが賠悩(~fiR:}tする惇干tはy3

/(Jの if? ;Wに fid処_C 心 f いうような12~t= ない'Ë:i'，~;~をたJ ぇ亡、 fÞj ~'.1かの 校法則

を.jjちすてることはあり λなし

主て、士rcitcla}-jによると、五tAl.ωt，出における LordGriffi:.!J.sの考え h~J: 

Jきのよみに呼きれる 1'1二 す有わち、への小枝f二それ肉体が日(こJ員lJ:や件!

さ壮ゐウ乙、彼は斗らのtH央につき賠償を活求するこ乞ができる f このように

l咋ヲると、 Loνd(;"i;Tlhs の考え方は、 31:ヰのふうな':jJ，'j可だ:，;-r-~;:~ <、より

:iI'くの事例に，.Jして地!tlしうる、 よけ広い刻符ふ点つ二とになろう としミうの

し之、 二のよう;解dーノム介、契約が、真の意味で、 Cの当うたlっき日に賠慣を請

求ro権利を与えたかとうかを探求よる之iL¥かな〈去るかにマあるム9f口

まこめると、 rn:i~(] 教J三 l玉、 I 契約にぷ伐をZ\J アプロ チをfrえするだ

げで、法仁士をつく 5*、いアイn-~J-ーを什忘するわけでもなく さム仁、よ i)広い

アブローチを否定fるわけでもなu、

bJ-YrS:授は、最後に、以!のごとく(寸行ずる ¥1;で、 五i~H，irl^;山事切ーのよう

l二、第三者のはq号室が、通"グ):rt1ぎをトグ)要注lfIlornla1 川日 lr(' l' C~a] f出向lち から

の不可避ゲJな結末である場令 Jご(ょ。、 RlよCのFi央， -η き門主僚を回復するこ

とができなぜとの 放1ム引を民民 j一ζ!土力!手強かろう I 十上五で、 PanatrJ1問ポ

1)~ (j) よろに、 ~1;;_ )，f.}'(j )I-，'\!j，lHが、 111.づ I (l)<L~か九 I1 じるのではなく、八銭 ， (j)小

部会な結果を|巨|泣すると， .つ究開ミぴ':I :l)のために当t，がけよコ亡札組まれる同

Mlt引1， nl G30 

り i.tzによると、 I川，:心riffi:.h;;U>:;と主方 l つ川1l士、ヮ ~yC') 2つの咋'ffRがあ

りうる 1つは、仕事または労働に関する与三位?ごおいては、原;i1Jよ、口身がE

Ú~物の|に所合住を有 t むこ をi正昭-hrω こJなLぃ、活者の損ノJ一八、て
実質的なtwス焔{立を l復 r/.，)ニ v ができる Lいうものず去る もう弓つは、ノヘ

丈で注べ之、解釈であるc

¥-¥-';1]出ひ(1999) 1l~) !.Q.R :知4.4(げは。務 1cう鮮明f[ま受け入れらyしないとJJl:f'l
-i-~)，) 

'h (199兵) Ll4 LQf，; 527， .~29'-5:jO 

ν 共休均にi.j:、物持士六は債権内受約tiから第 tj'/'，(!)譲渡を禁11すゐ辺諸
-cあるご

l2CI; ー ~.Û、 S:Ji.37P;)294行
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子、 ¥Cl:11i，"[aCi. ufcd) には l説、そのu~.l; はより月号くなのうこ民後に、 PμM〆IfrバωL

.1'ヲiのように、 Jんまり ;F11 ご 'll 〆て勺えうわる救出車とは日j に、第て:(:，に対 l.l'土 i~:

策をヲえよ i，': 1:器、まれる(弐 rUClur:-，d)場ケには、その!上JJはは，_rν片山え

土んう Iqr-

(2) Hannes Unberath?(lI) 

当日 /; /ヴスファ v ド太子たとであぺた:gι(L;nJe:'計三Jは、 hmatcwn J宇;

判i又の(主f託、子7)許釈の'1'台、 Jヂu、グラウン kと!ムl、グブウ〆ドキ説明したう

えれらのちズチ~株ちれた校しアラウンドと命~YI して宇?Ui'している 整理

グ)/-めに、要約Lご.13こう。

ロ~ 第三者の損失と 3つの原則

F 山川)W!i事例。)主う i、訴える Jとができる主は叫宍ル被っておらず、 f日

失を布(，) t=者l止訴えることがずきない、いいかえれば、:fii?dJf ~プラノク ホ

J> Jク)r t i\人っ℃治夫ずる iifj j(、u土、つ '/it J) 3"':::; の示問 lニ)p:凶があ.6~ 第 1:二、

割高\J 時イ~:， U、問 t ある v 本叫 Hl] iよ、第三村が与さy ，!二;羊ついて訴えるのか禁じ C~.) 

0から九ある 第 2~二、池粋経済i-n::t(よ過失不法行為に基ついては「士協されえ

ないいの民1平である 第灯、 12治口、珂であJL{ 本û、 7【~~玉、救出をぷめう -0-:f 

が被ったtlつ失を ítt:lえる tr，失。〕照償を求めゐのをp，~定するからであゐ z

erl三fyが契約に芯づいマ訴えるのを認めることによ川、 (C(l:--，tnlc刊 IJ(il:):t目

。JThird Par:.ics) /¥('L 19D9 (契約、主主 語の権不1])iL 1999イ1'-.1) 前lの法出lをi

Icl歪ずる」〆ができよ当 μ しか J 、 j)u州市 vj.(l悦 berti)、ij;jの連同きれる多くの

事ヲiかのこ苫のためにする契約を合むとはい乏なかろうじコ主:)、応三8のた

めにする契約を芯めたカらといって、ソサノケ ホール問題を. .::':.-令に府民づる

わけではないご

州共休1:1(; には、的判明~~司法である{

'vYaJω(19ω) 115 l.QR 39/1， ，1ω:人目;ii七こ:;"M;ーで|えIiJLなけ抗ばなら主い

ill出は;.-ti.!-HしがたいとJL判ずる

CJ，' (lS:)S) 11，1 LQR 5ワi，334 

とのつ i1999i ll~ LQE ~)3;). 
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%二苔がF主主メ、法行為;こ?基づいて訴えゐのを訟める三とによヮて、守、 20)1恥

Jlflを同週r'-~ ることができよ ;î ，刀し、それは柏tl'/lhv主:liJ;I 上り{~:ci: ~rι た

Lかし、た"え F';;Hal(;Wll 頬三i を解U~ -9ーベく、過去;ギけ、行為 I，，~.~~ゴいて花択し経

治組 7こに~:)さ tli\feiを汁定L/::"しても、てればてれ「、 4iγ:;r /f、l'*1J'itの問円
十tiLi作用 :j;'.lcrpi向、に|均する海司「な間期が!とるであろ λ。}!，UU;!01.I)11~~顎は、

約束 jv，-'U)契約違反に，U~/て、契約に基づく有対な政市がな ν3 というところにあ

り、そ約者シ市 者の問に現約問15ぁゐfめに、 l出1fl立前者がねω長ベ芥 f走者

が被る三いうと)ろ lあるο それをィ、法行為LJ: !)併決 tると、不}去作jJ，")措;J

0)"責J干をぶすことにな 1) 契利由来の責任ゃいえすことにならなL、c つまり 契

約亡の惇湘みや)1“下唱することにつなが!人不地ーかJてFあるべ

そ二で、賠償'(J、):'1'を ζのよう;しと克服守るかが議論 5れるこ少になる ")1

(イl洗練された狭いずラウンド

U:lbc:Te¥.:l ¥土、 j人いグう yンドと広1ゲラウ/ドの向日皇内房総1':::したうメで

洗続された渋いノfラ yンドと祢， ，自:えを民陀 )-6ハ

プ) "J :7 .ホ ル1-，li1地t(，l)午仮l土、約取ιしよる契約違反のJ寺内で、-:2'約J?と
~f;三青山間に契約:~;q係、すなわち、 1寺山な[きさザφ あるために 第三汗がJよ約計

代わってtrl-)C1俊るこころにある Jド I移転させられλ、和'j:~， (j)概念は、行う

ー干?が受ぷ~1干にだJノって (ノtn.ste吋 I ，員たを抜、 hνL、うとド主音最も正確;表現

ずる (;f:ヂ了'は u出じralhのもの" 移転さ t-1れた，r失 J のさえ)jl:士、第一ι
のためじ交約:行が損失の日告償+.:-!(めると考える]文いグソヴ，/;"，~-支持する出1J

そ L 亡、これら内事例ずにおいと司~---~-，~の j'~!矢について去約伍に日F償を訟める

根拠 h土、「子見ヨu土佐 (fortset山 i~ i ~ y) _;にあるわけでもなく、「企図
(coliL:mplaLiのli)_: 引にあるわけでもな u、 -tれはつまり、本正的i:::i/え

引11 ihul 日l.s:-l日日ミ父

ソ Un目::ath は、約オて討による会~~~違反の l市内で、受約丹と第 与の I~J に 12約

|叫係、すなれ粍、-1"+日['な i羽 i.，í;~がない場行に l土、公約 t~ が照夫を従〉だと長 x る

のが満μ:みる附 -;JJTH-i:，えごあると tるt そして。約束行による契約違)えの絞
l 主約長~: it 者が取引 L什場介仁(正、反省本組l関連事現1ξえたれfYE;，~料介

--i .6" ih{ct， h: 54-2 

ibid. at 5，13 

民:-5:ま河川011 比引 l山しり1I}.J士、明約J非民乙羽子与ない~~ j員失グ〉問(1)阿呆関係

ー ~_û、 S:， 6.374)'!94~
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(日llbslantivcj '1 s~lcc) にある、市);記者l立、公約者とれ二者的IDIに特別なl斗L庁、

がな L 場台上 i) 七、 i'} 悪し叶!~~にな品、主でもなく、より uい状活になるべ

きでもない、からである

(3 i BけanCooteL"'i 

仁川汁ι メ クランた大宇全1て了数段l止、討作がi員夫石被 )t'カl-コさ、 S-)Lft， 

l-'a11J.了0¥¥'11が絞巧たわけでもなく、も，-， "まιυlょPLが彼j:ニオコ，)寸もなく、?日

失は J!lFLのものぞdh-:) たとする '1どよは芭H月なこととはまったくし iいがたいと

;f るーというのは、じれは、 I\..nau)wn こ ~:J(' ミ lpi;:.t の 1M]0)注ff契約に間

C~土作間取得者(，\'obnl;:'cr; ごあ :1、七六の上地の:、建物が建築されゐ二

とによ行、山らが京)~ι を t，~'!!t L-たわけごもなく将来Jを命誌したわけでもないの

;二十I1荷主受けEえった合つ支:)、 じE'L!手、 |削(})しへの京物出家主長を贈り 1討に

類以する引IJ1t止と 1 〆て交 i ふ~;('.，てこωて…あるから、そのY，':'l i) it :，T .H~批がヰノゐ拍ムと

い J ご j員夫まんは援当を布，三ムはいえない '"iまh 布告 1) 物 0~受時昔の笠

ふだものよりも少な¥~少、あゐい(之、正日メだものと売ったとし i う事実ぞれlJ年

i止、損失またはf員害4慌成しないu そlj-::':-， Pと1l(-llOWIlがE不jとしたもの、 工三よ

七ト、 JIJPIが 1::-~ 宍 Lんと{反定ろれるものよ iよ、建設契約にl叫123れんfせ11'

Fある A つま 1-1、記者の与さ約μ対宇 Q期待が、 il、グ，j景山 いょっく 第干?何

rr:、失としてヨ"衿j されるとともに、 ~i;ï凶を花l 侠 L た ií事告つまり会約者の単なる

1珂論的な」または名 ij(j甘な損tたとし し説明5れるu

っさに、い)()l仁投ほJ土、治 主 1);-~~ミ互に結民的m去を健っ !.t品介に、 l夜行手 J

持J<J1_~市では:tJ'~1-C' きな v 、の Fはないか Jての以誌にすH にはトのような1宵;えが

内能であるとする 主約15Vこよ乏請求[立、てつ支の 2つのレベ)1で持た守るここ

をすt:~2 すベペとある ρ すなわち、立fj朽の宝引利川については、迫，1) のコモシ-

~ -1 -• )1- ル:"~ 2!<;' <請求Jして機能さ也る Jよもに、ゐ 者がJ]~':支仁被つえ

相、たにつし hご(土、 fhtH!o合t'f~ (l1il bert (，，:::慕っくF吉本ム Lて機能させるのであゐ{

そして、日復された伝士賠催れのうち役者約朝日;~:こづいては、 立ず.):苔かりお二

じσのTη}泣近 (hl行刊η川1ハ 'ibid川 545

{山l句. iμ叩D叫μωl.3計tS手日，1竹3-S引.:4

以 lij (2U~:~lì 11'/ LQE81 
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者へと引き波されるべきであるコ

じωtぞ救ti'の論丈は、はわ利主主珂論を支持Lたうえで、現実的な解決を同指

すものといえる。しかし、 Lord(両日および Lord:v1illcllのJH摘のとおり、)ム

いグラウンドと狭いグラウンドは州iしないので、明瞭さを欠いた土張である。

[20SJ 北法:18¥6・:;72)2942 


